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意見が分かれた議案の賛否一覧表
本会議での賛否を公開します。掲載のない議案は全会一致で可決されました。
賛成は○、反対は×。棄権、除斥等は「―」。議長は採決に加わらないので「／」で表示しています。

会 派 名 新風とよおか とよおか市民クラブ ひかり
日本共産党・
あおぞら豊岡
市会議員団

豊岡市議
会公明党

豊
岡
維
新
の
会 審

議
結
果

議 員 名

議案名等

浅
田　
　

徹

上
田　

倫
久

岡
本　

昭
治

関
貫
久
仁
郎

木
谷　

敏
勝

清
水　
　

寛

田
中
藤
一
郎

土
生
田
仁
志

井
垣　

文
博

伊
藤　
　

仁

井
上　

正
治

嶋
﨑　

宏
之

椿
野　

仁
司

福
田　

嗣
久

松
井　

正
志

青
山　

憲
司

足
田　

仁
司

西
田　
　

真

上
田　

伴
子

奥
村　

忠
俊

村
岡　

峰
男

芦
田　

竹
彦

竹
中　
　

理

石
津　

一
美

第120号議案　平成30年度豊岡市一
般会計補正予算（第8号） ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 可

決
意見書案第9号　消費税率10％への引き上
げの中止を求める意見書の提出について × × × ／ × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ 否

決

　

次
の
議
案
に
つ
い
て
は
、

反
対
、
賛
成
の
討
論
が
あ
り
、

採
決
の
結
果
、
原
案
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

平
成
３０
年
度
豊
岡
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
８
号
）

但
馬
空
港
利
用
促
進
事
業

５
９
０
万
円

　

平
成
30
年
５
月
の
新
型
機

「
Ａ
Ｔ
Ｒ
４
２
‐
６
０
０
」

の
就
航
後
、
利
用
者
数
が
増

加
し
た
た
め
、
補
助
金
を
増

額
す
る
も
の
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

但
馬
空
港
利
用
促
進
の
補

助
金
に
つ
い
て
、
否
定
す
る

も
の
で
は
な
い
が
、
搭
乗
す

る
一
部
の
人
た
ち
だ
け
に
高

い
率
（
片
道
大
人
７
８
０
０

円
）
の
助
成
を
す
る
こ
と
は

賛
成
で
き
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
か
ら
助
成
額
を

見
直
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を

主
張
し
て
き
た
。
残
念
な
が

ら
今
回
も
そ
の
見
直
し
が
さ

れ
ず
、
よ
っ
て
、
本
案
に
つ

い
て
は
反
対
で
あ
る
。

（
会
派
：
共
産
党
あ
お
ぞ
ら
議
員
）

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

平
成
30
年
５
月
よ
り
新
型

機
が
就
航
し
、
利
用
者
が
増

加
し
て
い
る
と
聞
く
。
利
用

促
進
の
補
助
金
が
出
て
い
る

こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て
い

る
と
理
解
し
て
い
る
。

　

豊
岡
市
は
、
大
交
流
と
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
但
馬
空
港
利
用

も
こ
れ
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
。
今
後
も
利
用
促
進
を

増
や
す
た
め
に
必
要
な
予
算

で
あ
る
。

（
会
派
：
と
よ
お
か
市
民
ク
ラ
ブ
議
員
）

平
成
３０
年
度
一
般
会
計
等

補
正
予
算
の
主
な
も
の

●
職
員
の
自
律
的
な
キ
ャ
リ

ア
形
成
意
識
の
研
修
計
画

●
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
ド
イ
ツ
、
フ
ラ

ン
ス
、
日
本
ボ
ー
ト
チ
ー
ム

強
化
合
宿
へ
の
支
援

●
Ｊ
Ｒ
江
原
駅
Ｗ
ｅ
プ
ラ
ザ

の
自
由
通
路
の
改
修

●
出
石
文
化
会
館
の
廃
止
に

係
る
解
体
設
計
業
務

●
ゼ
ロ
市
債
を
活
用
し
た
事

業
執
行

＊
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
費
補
助
金

＊
農
業
用
施
設
管
理
事
業

＊
公
園
管
理
事
業

＊
住
宅
管
理
事
業

＊
小
学
校
施
設
管
理
事
業

＊
水
道
老
朽
管
更
新
事
業

●
台
風
２４
号
災
害
復
旧
経
費

●
小
・
中
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
対
策
経
費
及
び
幼
稚

園
・
認
定
こ
ど
も
園
空
調
整

備
経
費
の
財
源
更
正　
　
　

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案

平成30年度
豊岡市一般会計補正予算案
賛成多数で可決
その他 条例一部改正案、指定管理者の指定、人事案件なども原案可決

12月定例会

　

１１
月
３０
日
か
ら
１２
月
２６
日
ま
で
の
２７
日
間
の
会
期
で
、
１２
月
定
例
会
を
開
催
し
、
報
告

案
件
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
、
指
定
管
理
者
の
指
定
、
補
正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど

議
案
４２
件
お
よ
び
意
見
書
案
３
件
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　

２６
日
の
最
終
日
に
は
、
各
委
員
長
が
審
査
結
果
を
報
告
し
た
後
、
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

提
出
議
案
４２
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
了
承
、
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
意
見
書

案
に
つ
い
て
は
、
２
件
は
可
決
、
１
件
は
否
決
と
し
ま
し
た
。

とよおかし議会だより　2019.2.25 ○
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予
算
決
算
委
員
会
付
帯
意
見

●
出
石
文
化
会
館
の
解
体
設

計
監
理
費
は
高
額
で
、
解
体

工
事
費
も
高
額
な
費
用
が
想

定
さ
れ
る
た
め
、
軽
減
に
向

け
厳
正
な
検
証
を
行
い
実
施

さ
れ
た
い
。
ま
た
、
解
体
完

了
ま
で
の
間
、
施
設
の
安
全

対
策
に
万
全
を
期
さ
れ
た
い
。

●
幼
稚
園
等
へ
の
空
調
設
備

整
備
、
小
・
中
学
校
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
対
策

工
事
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安

心
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

工
期
等
の
さ
ら
な
る
検
討
、

工
夫
を
行
い
、
早
期
稼
働
、

設
置
に
努
め
ら
れ
た
い
。

●
「
地
域
活
性
化
・
地
域
住

民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付

金
」
を
活
用
し
た
補
助
事
業

の
消
費
税
等
仕
入
控
除
税
額

に
お
い
て
、
会
計
検
査
院
か

ら
不
適
切
な
取
り
扱
い
と
指

摘
を
受
け
返
還
を
求
め
ら
れ

た
。他
に
も
、「
地
域
経
済
循

環
創
造
事
業
交
付
金
」
返
還

の
事
案
が
発
生
し
て
い
る
。

　

市
が
交
付
金
の
制
度
内
容

等
を
適
切
に
説
明
・
指
導
を

行
っ
て
い
れ
ば
防
げ
た
。
補

助
事
業
を
活
用
す
る
場
合
は
、

十
分
留
意
し
適
切
な
執
行
に

努
め
る
と
と
も
に
、
庁
内

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
す
る

た
め
職
員
の
研
修
を
徹
底
さ

れ
た
い
。

市
立
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定

　

ま
ち
な
か
交
流
館
、
植
村

直
己
記
念
ス
ポ
ー
ツ
公
園
、

出
石
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
城
崎
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
21
施
設
の
市
施
設

に
つ
い
て
、
公
募
・
非
公
募

で
団
体
な
ど
を
指
定
管
理
者

と
し
て
指
定
す
る
も
の
。

建
設
経
済
委
員
会
付
帯
意
見

　

ま
ち
な
か
交
流
館
は
、
市

街
地
の
顔
と
し
て「
お
菓
子
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
賑
わ
い
の

創
出
、
地
域
経
済
に
好
影
響

を
及
ぼ
す
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
の
施
設
で
あ
っ
た
が
、
ま

だ
未
達
成
の
状
況
で
あ
る
。

　

５
年
間
の
指
定
管
理
期
間

延
長
で
あ
る
が
、
指
定
管
理

者
は
、
当
初
の
目
標
達
成
に

向
け
十
分
努
力
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

史
跡
但
馬
国
分
寺
跡
土
地

買
い
上
げ
事
業
に
お
い
て
、

職
員
が
、
移
転
対
象
ア
パ
ー

ト
の
居
住
者
に
対
し
、
借
家

人
補
償
契
約
の
誤
っ
た
説
明

を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
借
家

人
補
償
未
済
の
損
害
賠
償
の

額
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
。

文
教
民
生
委
員
会
付
帯
意
見

　

職
員
の
不
適
切
な
事
務
処

理
に
つ
い
て
、業
務・
チ
ェ
ッ

ク
体
制
の
強
化
と
と
も
に
、

法
令
順
守
の
徹
底
を
図
り
、

交
渉
等
を
行
う
際
は
、
複
数

で
対
応
す
る
な
ど
再
発
防
止

に
努
め
ら
れ
た
い
。

条
例
一
部
改
正

●
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴

い
、
市
議
会
議
員
選
挙
に
お

い
て
選
挙
運
動
の
た
め
に
使

用
す
る
ビ
ラ
を
無
料
で
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
も
の
。

●
市
立
文
化
会
館
の
う
ち
出

石
文
化
会
館
を
廃
止
し
、
当

該
施
設
の
一
部
を
市
民
セ
ン

タ
ー
の
出
石
多
目
的
ホ
ー
ル

と
し
て
位
置
付
け
る
た
め
条

例
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

文
教
民
生
委
員
会
付
帯
意
見

　

出
石
多
目
的
ホ
ー
ル
を
市

民
が
利
用
し
や
す
く
、
活
用

さ
れ
る
施
設
に
す
る
た
め
に
、

市
民
・
文
化
団
体
等
の
意
見

を
反
映
し
、
市
民
の
文
化
振

興
に
資
す
る
施
設
と
な
る
よ

う
利
活
用
方
法
等
に
つ
い
て

十
分
検
討
さ
れ
た
い
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん

　

市
が
人
権
擁
護
委
員
の
候

補
者
を
法
務
省
へ
の
推
せ
ん

の
た
め
、
議
会
の
意
見
を
求

め
る
も
の
。
３
人
は
再
任
候

補
者
で
、
任
期
は
平
成
31
年

４
月
１
日
か
ら
３
年
間
。

可
決
し
た
そ
の
他
の
議
案

一般質問のようす
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一
般
質
問

一
般
質
問
（（
2020
人
）
人
）

12
月
定
例
会

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
問
題
、
市
の
予
算
や
政
策
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

市議会の本会議が
インターネットでご覧になれます！

インターネットによ
り、定例会のよう
すをライブ中継と
録画中継で映像配
信しています。
ぜひご覧ください。

豊岡市議会インターネット中継 検索

西

田

真
（
５
ペ
ー
ジ
）

●
交
通
安
全
対
策（
道
路
、歩
道
整

備
）

●
交
通
安
全
対
策（
事
故
防
止
）

●
交
通
安
全
対
策（
反
射
材
の
着
用

促
進
）

●
骨
髄
バ
ン
ク
の
普
及
啓
発

●
児
童
虐
待
防
止
対
策

●
消
防
行
政

上

田

倫

久
（
５
ペ
ー
ジ
）

●
但
馬
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

●
人
口
減
少
対
策

●
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

●
教
育

●
防
災

嶋

﨑

宏

之
（
６
ペ
ー
ジ
）

●
平
成
31
年
度
予
算
編
成

●
教
育
行
政

●
農
林
漁
業
の
振
興

井

垣

文

博
（
６
ペ
ー
ジ
）

●
安
全・安
心
な
ま
ち
づ
く
り

●
消
費
税
10
％
へ
の
対
応

●
幼
児
教
育
無
償
化
へ
の
対
策

●
竹
野
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

●
太
陽
光
発
電
の
２
０
１
９
年
問
題

足

田

仁

司
（
７
ペ
ー
ジ
）

●
市
民
税
の
税
収
向
上

●
市
民
参
加
と
地
域
交
通

●
補
助
金・交
付
金

●
基
本
構
想
と
各
種
計
画
の
関
係

足

田

仁

司
（
７
ペ
ー
ジ
）

●
道
徳
教
育
と
同
和
教
育

●
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
等
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業

●
事
前
登
録
制
本
人
通
知
制
度

●
人
権
意
識
調
査
事
業

●
社
会
包
摂

福

田

嗣

久
（
８
ペ
ー
ジ
）

●
豊
岡
病
院
組
合
の
厳
し
い
経
営

●
水
道
法
の
改
正

●
出
石
文
化
会
館
の
廃
止

●
生
涯
学
習
サ
ロ
ン
の
設
計
内
容
の

変
更

土
生
田

仁

志
（
８
ペ
ー
ジ
）

●
学
校
教
育

●
災
害
復
旧

●
出
入
国
管
理
法
改
正

●
大
交
流

●
生
涯
学
習
ササ
ロ
サ
ロ
ン
整
ン
整
備
事
備
事
備
事
備備備
事
業業業

伊

藤

仁仁仁
（（（（（（
９９９９９９９９
ペ
ー
ペペペペペ
ー
ペ
ーー
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
））

●
働
き
方
改
革革革

●
保
育・教
育育

上

田

伴伴

子子子子子子
（（
９９９９９
ペペペペ
ー
ペ
ー
ペ
ー
ペ
ー
ペ
ー
ペ
ー
ペ
ーー
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）
ジ
）））

●
小
規
模
校（（
小
（
小小
学学学学
校
学
校校校
）））

●
保
育
園・認認
定定
こ
ど
こ
ど
こ
ど
こ
どど
も
園
も
園
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問　

専
門
職
大
学
の
予
定
地

は
、
工
事
が
難
航
し
て
い
る
。

開
設
準
備
に
あ
た
り
、
本
市

の
役
割
分
担
と
し
て
大
学
用

地
と
な
る
旧
さ
と
う
豊
岡
店

跡
地
を
取
得
し
、
大
学
側
へ

無
償
貸
与
す
る
た
め
土
地
所

有
者
と
交
渉
を
進
め
て
い
る
。

現
況
と
課
題
は
ど
う
か

答　

現
在
、
県
に
お
い
て
は
、

認
可
申
請
に
向
け
て
さ
ま
ざ

ま
な
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

用
地
に
つ
い
て
は
、
杭
の
課

題
が
あ
る
。
新
た
な
建
物
に

必
要
な
杭
を
打
つ
場
合
、
そ

れ
に
影
響
す
る
よ
う
な
場
所

に
杭
が
あ
る
と
困
る
。
県
や

土
地
所
有
者
で
あ
る
「
さ
と

う
」
と
も
よ
く
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。問　

若
者
募

集
や
教
員
確

保
、
波
及
効

果
は
ど
う
か

答　

教
員
募

集
に
つ
い
て

は
、
12
月
21

日
を
期
限
に

現
在
募
集
中

で
あ
り
そ
の

結
果
を
待
ち

た
い
。
若
者

回
復
率
の
試

算
で
は
２
０

２
５
年
の
段

階
で
、
専
門

職
大
学
を
誘

致
し
な
い
場

合
と
比
較
し
て
、
６
・
８
％

の
回
復
率
が
見
込
ま
れ
る
。

　

ま
た
、
３
２
０
名
の
学
生

の
他
、
教
職
員
や
家
族
の

消
費
生
活
を
は
じ
め
、
大

学
自
体
の
活
動
に
よ
り
約

５
５
０
０
万
円
の
消
費
に
関

す
る
波
及
効
果
を
見
込
ん
で

い
る
。
経
済
面
で
は
、
学
生

お
よ
び
教
職
員
の
一
定
割
合

の
市
内
へ
の
転
入
に
伴
い
、

年
間
約
５
２
０
０
万
円
の
普

通
交
付
税
額
の
増
加
に
よ
る

直
接
効
果
を
も
た
ら
せ
る
と

期
待
を
し
て
い
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

問　

本
市
は
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
か

答　

登
録
し
て
い
る
モ
ン
ゴ

ル
に
加
え
、
10
月
に
フ
ラ
ン

ス
と
ド
イ
ツ
の
登
録
を
完
了

し
た
。
ボ
ー
ト
競
技
に
お
い

て
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ

ツ
チ
ー
ム
の
合
宿
支
援
を
行

う
。

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動

問　

児
童
虐
待
防
止
を
推
進

す
る
※
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運

動
、
国
は
児
童
虐
待
防
止
法

が
施
行
さ
れ
た
11
月
を
推
進

月
間
と
定
め
て
お
り
、
兵
庫

県
に
お
い
て
も
社
会
全
体
の

関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
広
報
、
啓
発
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

豊
岡
市
は
、
普
及
促
進
が

ま
だ
ま
だ
必
要
で
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
さ
ら
に
進
め

る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か

答　

リ
ボ
ン
の
意
味
と
、
リ

ボ
ン
に
込
め
ら
れ
た
児

童
虐
待
を
な
く
し
子
ど

も
の
笑
顔
を
守
る
趣
旨

に
つ
い
て
周
知
し
て
い

き
た
い
。

骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
登
録

骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
登
録

問　

骨
髄
バ
ン
ク
へ
の

ド
ナ
ー
登
録
の
普
及
啓

発
は
、
白
血
病
な
ど
の

血
液
疾
患
患
者
を
救
う

た
め
に
非
常
に
重
要
な

取
り
組
み
だ
と
思
う
。

　

ま
た
、
提
供
ド
ナ
ー

の
助
成
を
行
っ
て
い
る

自
治
体
は
38
都
府
県
、

４
２
６
市
町
村
と
多
く

あ
る
。
本
市
と
し
て
も

助
成
し
て
は
ど
う
か

答　

ド
ナ
ー
登
録
の
推

進
は
重
要
な
取
り
組
み
と
認

識
し
、
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
で
普
及
啓
発
を

行
っ
て
い
く
。
兵
庫
県
下
の

市
町
で
は
、
助
成
制
度
を
設

け
て
い
な
い
。
本
市
も
現
段

階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

道
路
拡
幅
、
歩
道
設
置

道
路
拡
幅
、
歩
道
設
置

問　

県
事
業
の
但
馬
地
域
社

会
基
盤
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
国
道
３
１
２
号
線
、
下

宮
Ｋ
Ｔ
Ｒ
鎌
田
橋
梁
下
の
道

路
１
７
０
ｍ
の
現
道
拡
幅
２

車
線
化
は
、
２
０
２
３
年
度

ま
で
に
完
了
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
区
間
は
道
路
が
狭
く
、

歩
行
者
お
よ
び
通
行
車
両
も

多
く
非
常
に
危
険
で
、
早
急

な
実
施
が
必
要
だ
と
思
う
が

ど
う
か

答　

来
年
度
か
ら
Ｋ
Ｔ
Ｒ
橋

梁
西
側
の
法
面
を
削
り
、
歩

道
と
１
車
線
分
の
車
道
を
設

け
る
拡
幅
工
事
に
着
手
す
る

予
定
と
聞
い
て
い
る
。

西田　　真 議員
（ひかり）

上田　倫久 議員
（新風とよおか）

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
」の

普
及
啓
発
を

但
馬
地
域
、
専
門
職
大
学

誘
致
の
現
況
と
課
題
等

みんなで広めよう（認定NPO法人児童虐待防止協会HPから）

本庁舎で行われた協定式（ドイツ代表チーム）

※
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
と
は　

子
ど
も
虐
待
防
止
の
た
め
の
広
報
・
啓
発
活
動
の
こ
と

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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問　

全
国
で
発
生
し
た
自
然

災
害
か
ら
何
を
学
び
今
後
の

対
策
に
生
か
し
て
い
く
の
か

答　

近
年
の
豪
雨
は
異
常
な

こ
と
で
な
く
、
普
通
に
起
こ

り
う
る
時
代
と
な
っ
た
。
ハ

ー
ド
整
備
と
と
も
に
、
市
民

が
逃
げ
る
、
う
ま
く
逃
が
す

対
策
が
必
要
だ
。

問　

防
災
は
行
政
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
家
族
等
、
市
民
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必

要
だ
と
思
う
が
ど
う
か

答　

逃
げ
れ
ば
助
か
る
、
逃

げ
な
け
れ
ば
助
か
ら
な
い
厳

然
た
る
事
実
を
市
民
に
強
く

訴
え
、
家
族
で
の
話
し
合
い
、

隣
近
所
の
声
掛
け
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
の
認
識
の
高
ま
り

に
向
け
努
力
す
る
。

問　

住
宅
耐
震
化
促
進
の
た

め
、
補
助
金
を
業
者
が
市
に

直
接
請
求
す
る
代
理
受
領
制

度
導
入
が
必
要
で
は
な
い
か

答　

今
後
他
市
町
の
動
向
や

効
果
を
見
極
め
て
検
討
す
る
。

問　

豪
雪
時
、
振
興
局
が
臨

機
応
変
に
対
応
で
き
る
体
制
、

装
備
が
必
要
で
は
な
い
か

答　

除
雪
車
両
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
職
員
体
制
に
つ
い

て
は
懸
念
が
あ
る
。

問　

川か
わ

湊み
な
と

再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
何

を
目
指
し
、
今
後
の
事
業
展

開
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

答　

竹
野
地
域
の
成
り
立
ち

を
見
つ
め
直
し
、
地
域
が
活

気
に
あ
ふ
れ
、
存
続
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
。
海
町
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
開
催
、
川
カ
ヌ
ー
体

験
、
ま
ち
歩

き
を
商
品
化

す
る
な
ど
の

事
業
を
予
定

し
て
い
る
。

通
年
で
営
業

で
き
る
な
り

わ
い
を
生
み

出
し
た
い
。

問　

北
前
船

寄
港
地
の
日

本
遺
産
登
録

は
川
湊
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
を
図
る
う
え
で
必

要
で
は
な
い
か

答　

費
用
対
効
果
な
ど
を
考

え
登
録
を
見
送
っ
て
い
る
。

問　

幼
児
教
育
無
償
化
に
伴

う
課
題
を
ど
う
す
る
の
か

答　

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
保

育
士
の
確
保
、
施
設
の
整
備
、

財
源
確
保
な
ど
の
課
題
が
あ

る
。
幼
児
教
育
・
保
育
及
び

放
課
後
児
童
の
あ
り
方
計
画

を
策
定
し
、
対
応
し
て
い

く
。　

3131
年
度
予
算

年
度
予
算

問　

編
成
方
針
の
特
色
お
よ

び
留
意
点
は

答　

30
年
度
と
同
様
、
人
々

の
日
々
の
暮
ら
し
を
支
え
つ

つ
、
全
体
と
し
て
は
小
さ
な

世
界
都
市
を
目
指
す
こ
と
を

貫
い
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

※
「
Ｋカ

イ

ゼ

ン

Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
」
意
識

を
持
つ
こ
と
を
新
た
に
掲
げ

て
い
る
。

　

消
費
税
引
き
上
げ
を
踏
ま

え
、
工
事
の
発
注
や
物
品
の

購
入
時
期
等
に
つ
い
て
も
留

意
す
る
。

教
育
行
政

教
育
行
政

問　

29
年
度
４
月
か
ら
取
り

組
ま
れ
１
年
半
経
過
し
て
い

る
小
中
一
貫
教
育
の
課
題
と

評
価
は
ど
う
か

答　

中
心
的
な
課

題
は
中
１
ギ
ャ
ッ

プ
の
解
消
で
あ
る
。

評
価
と
し
て
は
生

徒
の
戸
惑
い
が
大

き
く
軽
減
さ
れ
た
、

中
学
校
進
学
へ
の

期
待
感
が
高
ま
っ

た
、
見
通
し
を
持

ち
な
が
ら
日
々
の

学
習
に
取
り
組
む

意
欲
が
見
ら
れ
た

な
ど
、
一
定
の
成

果
が
上
が
っ
て
い

る
。

問　

学
校
統
合
の

考
え
方
は

答　

小
・
中
学
校
の
あ
り
方

で
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
教

育
上
の
観
点
か
ら
学
校
統
合

を
視
野
に
入
れ
た
検
討
を
始

め
る
時
期
が
き
て
い
る
。
子

ど
も
の
実
態
を
多
面
的
、
多

角
的
に
把
握
し
、
そ
れ
ら
を

も
と
に
、
今
後
、
保
護
者
や

地
域
の
皆
さ
ん
と
情
報
を
共

有
し
、
意
見
交
換
す
る
場
を

持
ち
た
い
。

漁
業
支
援
対
策

漁
業
支
援
対
策

問　

平
成
31
年
３
月
策
定
の

豊
岡
市
水
産
業
振
興
基
本
計

画
の
狙
い
と
振
興
の
具
体
策

は答　

竹
野
と
津
居
山
は
そ
れ

ぞ
れ
固
有
の
特
色
を
持
っ
て

お
り
、
本
市
の
水
産
業
全
体

と
し
て
は
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
水
産
業
と
関
連
業

者
が
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
る

状
態
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。

但
馬
漁
業
協
同
組
合
ほ
か
、

漁
業
関
係
者
な
ど
と
と
も
に

31
年
度
以
降
の
具
体
的
な
支

援
策
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

嶋﨑　宏之 議員
（とよおか市民クラブ）

井垣　文博 議員
（とよおか市民クラブ）

合
併
後
14
年
・
市
民
満
足
度

は
向
上
し
て
い
る
か

防
災
の
心
得
・
逃
げ
る
こ
と

が
自
ら
の
命
を
守
る

※
「
Ｋカ

イ

ゼ

ン

Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
」
と
は　

目
標（
成
果
）に
対
す
る
手
段（
施
策
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
手
法
に
改
善
の
余
地
が
な
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

検
証
す
る
こ
と

活気にあふれる津居山かにシーズン

みんなで避難‼

とよおかし議会だより　2019.2.25 ○

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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問　

社
会
包
摂
と
は
何
か

答　

社
会
的
に
弱
い
人
々

を
孤
独
や
孤
立
、
排
除
や

摩
擦
か
ら
援
護
し
、
社
会

の
構
成
員
と
し
て
包
み
支

え
合
う
と
い
う
理
念
だ
。

問　

救
う
べ
き
人
々
に
は

非
正
規
雇
用
が
多
い
。
孤

立
し
貧
困
に
苦
し
む
負
の

連
鎖
を
断
ち
切
る
に
は

答　

親
へ
の
就
労
支
援
、

子
へ
の
教
育
の
支
援
が
特

に
重
要
と
考
え
て
い
る
。
収

入
増
の
た
め
の
就
労
相
談
、

正
規
雇
用
を
目
指
し
た
資
格

取
得
の
た
め
の
給
付
金
の
活

用
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

人
権
意
識
調
査
の
総
括

人
権
意
識
調
査
の
総
括

問　

28
年
度
に
実
施
し
た
人

権
意
識
調
査
に
つ
い
て
の
総

括
は
ど
う
か
。
大
変
有
意
義

な
事
業
だ
。
継
続
し
て
取
り

組
み
、
※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
に
反
映
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か

答　

人
権
意
識
度
も
同
和
問

題
意
識
度
も
相
対
的
に
低
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
教
育
や
人

権
啓
発
な
ど
に
関
心
が
な
く
、

自
ら
行
動
し
よ
う
と
し
な
い

人
々
の
存
在
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
市
民
の
人
権
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
容
易
で
な
い

こ
と
が
示
さ
れ
た
。
５
年
ご

と
に
継
続
し
て
調
査
を
実
施

し
、
結
果
を
比
較
検
討
し
て

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
反
映

し
た
い
。

道
徳
教
育
と
同
和
教
育

道
徳
教
育
と
同
和
教
育

問　

小
・
中
学
校
で
の
道
徳

教
育
と
同
和
教
育
は

答　

学
校
に
お
け
る
道
徳
教

育
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
考
え
議

論
す
る
道
徳
」、同
和
教
育
は

「
人
権
教
育
の
重
要
な
柱
」

だ
。い
ず
れ
も
人・命
を
中
心

に
捉
え
た
と
い
う
点
で
は
共

通
す
る
。両
者
と
も
大
切
に

し
て
教
育
を
行
って
い
き
た
い
。

問　

小
・
中
学
校
で
の
包
摂

教
育
の
実
践
は
ど
う
か

答　

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
子

ど
も
た
ち
が
い
る
。
集
団
か

ら
排
除
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

互
い
の
価
値
を
交
換
し
な
が

ら
と
も
に
学
び
合
う
機
会
の

保
障
が
重
要
と
考
え
る
。

基
本
構
想
と
各
種
計
画

基
本
構
想
と
各
種
計
画

の
関
係

の
関
係

問　

上
位
計
画
の
変
更
や
策

定
が
実
施
計
画
や
戦
略
に
基

づ
く
行
動
に
影
響
し
な
い
か

答　

現
場
の
仕
事
が
戦
略
と

考
え
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
逆
。

市
の
仕
事
の
９
割
は
法
律
や

条
例
や
規
則
で
決
ま
っ
た
義

務
的
な
仕
事
。
ル
ー
ル
に
基

づ
い
て
仕
事
を
す
れ
ば
結
果

が
ど
う
で
あ
れ
責
任
は
問
わ

れ
な
い
。
市
役
所
も
地
域
経

済
の
活
性
化
に
結
果
を
出
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
結

果
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
は
非
常
に
薄
い
。
結
果
が

重
視
さ
れ
る
分
野
は
戦
略
目

的
の
ほ
う
が
重
要
。
そ
こ
か

ら
個
々
の
現
場
で
の
仕
事
を

逆
算
す
る
な
ど
分
野
分
野
に

応
じ
た
適
切
な
や
り
方
に
改

め
て
い
く
。

数
値
目
標
の
設
定

数
値
目
標
の
設
定

問　

行
動
す
る
た
め
の
数
値

計
画
と
目
標
管
理
は
ど
う
か

答　

目
標
管
理

を
標
準
化
し
て

取
り
組
ん
で
お

り
、
24
年
度
に

策
定
し
た
後
期

基
本
計
画
は

１
２
２
項
目
で

目
標
管
理
を
行

っ
た
。
26
年
度

か
ら
戦
略
的
政

策
評
価
を
取
り

入
れ
、
各
施
策

で
成
果
重
視
へ

転
換
を
進
め
、

ア
ウ
ト
カ
ム
、

成
果
指
標
に
よ

り
検
証
。
30
年

度
か
ら
基
本
構

想
に
お
け
る
主
要
手
段
ご
と

に
戦
略
的
政
策
評
価
を
進
め

て
い
る
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
で
、
施
策
に
よ
る
効
果
を

は
か
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用

問　

最
初
か
ら
使
途
を
明
確

に
設
定
し
て
は
ど
う
か

答　

寄
附
者
が
共
感
を
持
て

る
事
業
を
提
案
し
、
寄
附
金

の
目
標
額
を
明
確
に
し
た
上

で
寄
附
を
募
る
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と

納
税
の
手
法
の
導
入
や
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の

検
討
を
含
め
、
担
当
課
だ
け

で
は
な
く
、
庁
内
挙
げ
て
ふ

る
さ
と
納
税
の
獲
得
に
積
極

的
に
取
り
組
み
た
い
。

清水　　寛 議員
（新風とよおか）

足田　仁司 議員
（ひかり）

継
続
的
に
改
善
を
！

施
策
の
※

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
は

社
会
包
摂
の
実
現
に

向
け
て

約１年でこれだけの計画書が集まりました

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
は　

Plan

（
計
画
）
・D

o

（
実
行
）
・C

heck

（
評
価
）
・A

ction

（
改
善
）
の
こ
と

排除から包摂へ
（大阪府人権教育研究協議会作成ポスター）

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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大
き
な
買
い
物
・
調
査

大
き
な
買
い
物
・
調
査

は
十
分
で
き
た
か

は
十
分
で
き
た
か

問　

生
涯
学
習
サ
ロ
ン
整
備

事
業
の
遅
れ
は
、
土
地
・
建

物
で
６
０
７
０
万
４
千
円
、

十
分
な
調
査
は
さ
れ
た
の
か
。

な
ぜ
地
盤
沈
下
が
分
ら
な
か

っ
た
の
か

答　

不
動
産
鑑
定
評
価
、
施

設
活
用
可
能
性
調
査
で
は
、

不
同
沈
下
の
報
告
は
受
け
て

い
な
い
。
今
回
行
っ
た
構
造

計
算
を
担
当
す
る
設
計
士
に

よ
る
レ
ー
ザ
ー
を
当
て
た
計

測
の
結
果
明
ら
か
に
な
り
、

取
得
前
の
予
見
は
困
難
で
あ

っ
た
。

問　

建
物
代
金
２
０
３
０
万

４
千
円
、
築
20
年
以
上
経
過

し
た
鉄
筋
建
物
地
盤
沈
下
の

調
査
を
し
て
い
な
い
。
物
件

の
見
積
が
甘
く
な
い
か
。
責

任
を
伺
う

答　

取
得
価
格
の
算
定
は
鑑

定
評
価
を
行
っ
た
上
で
出

し
、
こ
の
建
物
は
新
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
で
、

レ
ー
ザ
ー
を
使
っ
て
の
構
造

計
算
の
調
査
は
、
通
常
、
取

得
前
に
は
行
わ
な
い
。
取
得

後
に
一
部
建
物
を
壊
す
と
い

う
作
業
の
中
で
発
見
さ
れ
た
。

今
回
の
不
同
沈
下
に
よ
る
事

業
遅
れ
は
、
市
に
責
任
が
あ

る
。涼

し
い
教
室
で
勉
強
を

涼
し
い
教
室
で
勉
強
を

問　

空
調
設
備

整
備
計
画
で
は
、

全
校
整
備
ま
で

２
０
２
０
年
６

月
か
ら
の
稼
動

ま
で
か
か
る
見

込
み
で
あ
っ
た

が
、
工
事
の
完

了
期
限
、
補
助

金
、
助
成
金
が

あ
る
と
思
う
。

工
事
終
了
時
期

の
制
限
が
あ
る

と
思
う
が
ど
う

か答　

こ
の
交
付

金
は
、
今
年
度

限
り
で
あ
る
。

今
年
度
に
全
校
の
交
付
金
申

請
を
上
げ
て
、
採
択
を
い
た

だ
い
て
、
で
き
な
い
部
分
は

次
年
度
に
繰
り
越
す
か
た
ち

に
な
る
。
し
か
し
、
２
０
２

０
年
度
工
事
分
は
繰
り
越
せ

な
い
こ
と
か
ら
、
来
年
度
中

に
で
き
る
だ
け
の
こ
と
は
し

て
い
き
た
い
。

病
院
組
合
の
経
営
危
機

病
院
組
合
の
経
営
危
機

問　

医
療
政
策
、
体
制
を
守

る
た
め
、
経
営
の
安
定
を
図

る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
思

う
が
ど
う
か

答　

債
務
超
過
に
陥
る
状
況
。

内
部
留
保
資
金
の
減
少
が
顕

著
で
支
払
業
務
も
一
時
借
入

が
常
態
化
し
相
当
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。
政
策
的
配
慮
に

よ
り
採
算
ベ
ー
ス
に
合
い
に

く
い
診
療
科
は
、
分
賦
金
条

例
で
一
定
の
配
慮
が
さ
れ
て

い
る
。
29
年
度
決
算
で
病
院

組
合
へ
22
億
円
支
払
い
、
そ

の
内
、
市
の
実
質
負
担
は
５

億
６
千
万
円
余
り
で
あ
る
。

政
策
的
観
点
か
ら
病
院
組
合

に
求
め
る
も
の
に
つ
い
て
は

市
と
し
て
の
責
任
を
し
っ
か

り
と
果
た
す
。

出
石
文
化
会
館
の
廃
止

出
石
文
化
会
館
の
廃
止

問　

ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
解
体
費

用
の
概
算
と
財
源
、
跡
地
利

用
の
考
え
は
ど
う
か

答　

解
体
費
用
と
設
計
監
理

費
と
で
２
億
１
５
０
０
万
円

余
り
で
す
べ
て
一
般
財
源
。

跡
地
利
用
の
具
体
案
は
な
し
。

民
間
へ
の
売
却
も
視
野
に
入

れ
検
討
し
て
い
く
。

生
涯
学
習
サ
ロ
ン

生
涯
学
習
サ
ロ
ン

問　

土
地
と
古
い
店
舗
を
購

入
、
改
修
に
か
か
る
段
に
不

同
沈
下
が
見
つ
か
り
、
設
計

業
者
か
ら
契
約
解
除
の
申
し

出
が
あ
っ
た
。
こ

れ
は
ど
こ
に
責
任

が
あ
る
の
か

答　

競
売
取
得
物

件
の
た
め
瑕か

疵し

担

保
責
任
を
問
え
ず
、

最
終
責
任
は
市
に

あ
る
。
市
と
市
民

全
体
で
責
任
を
と

る
。水

道
法
改
正

水
道
法
改
正

問　

本
市
へ
の
影

響
と
上
下
水
道
事

業
の
現
状
認
識
と
、

今
後
の
安
定
経
営

継
続
の
取
り
組
み

と
見
通
し
は
ど
う
か

答　

運
営
権
を
民
間
に
委
託

す
る
こ
と
は
危
機
管
理
の
観

点
か
ら
導
入
し
な
い
。
上
下

水
道
事
業
と
も
お
お
む
ね
良

好
な
経
営
状
況
。
料
金
の
改

定
は
経
営
戦
略
で
試
算
し
て

い
る
。
投
資
財
政
計
画
に
修

正
を
加
え
な
が
ら
２
０
２
１

年
の
見
直
し
に
向
け
検
討
中
。

福田　嗣久 議員
（とよおか市民クラブ）

土生田仁志 議員
（新風とよおか）

地
方
公
営
企
業
の
状
況
と

諸
課
題

何
が
で
き
る
の
か
、

早
く
で
き
る
と
良
い
の
に
！

傾きが発見された生涯学習サロン予定建物

有効に使いたいな！！

とよおかし議会だより　2019.2.25 ○

市 政 を 問 う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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問　

現
在
、
複
式
学
級
に
な

っ
て
い
る
小
学
校
は
６
校
、

６
年
後
に
は
10
校
と
な
る
。

「
近
隣
の
小
学
校
と
統
合
さ

れ
て
し
ま
う
の
で
は
」
と
の

保
護
者
や
地
域
の
不
安
の
声

が
あ
る
。
地
元
の
声
と
の
整

合
性
は
ど
う
し
て
い
く
の
か

答　

子
ど
も
へ
の
教
育
的
観

点
か
ら
、
学
校
統
合
を
視
野

に
入
れ
た
検
討
を
始
め
る
時

期
に
き
て
い
る
。
し
か
し
、

「
学
校
を
守
り
た
い
」
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
な
の
で
、

大
切
に
し
た
い
」
な
ど
の
声

が
あ
り
、
な
か
な
か
一
つ
に

ま
と
め
ら
れ
な
い
。
保
護
者
、

地
域
の
声
は
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
て
い
く
。

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

の
調
理
師
を
正
規
職
員
に

の
調
理
師
を
正
規
職
員
に

問　

公
立
７
園
の
中
で
、
正

規
職
員
の
調
理
師
の
配
置
は

２
園
で
、
５
園
は
嘱
託
・
臨

時
な
ど
非
正
規
の
調
理
師
で

あ
る
。
正
規
職
員
の
配
置
を

す
べ
き
で
は
な
い
か

答　

食
数
の

少
な
い
園
は

嘱
託
職
員
だ

が
、
調
理
師

の
有
資
格
者

を
配
置
し
て

い
る
。

問　

平
成
23

年
頃
ま
で
は

正
規
職
員
が

配
置
さ
れ
て

い
た
。
現
業

職
の
定
数
は

固
定
さ
れ
て

い
る
の
か

答　

仕
事
の

内
容
も
含
め

て
全
体
の
見
直
し
の
中
で
、

検
討
す
る
こ
と
は
可
能
だ
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

施
設
整
備
を

施
設
整
備
を

問　

幼
稚
園
の
遊
戯
室
や
保

育
室
を
利
用
し
て
い
る
ク
ラ

ブ
は
、
幼
稚
園
の
行
事
の
た

め
に
使
用
で
き
な
い
時
は
、

近
く
の
小
学
校
の
空
き
教
室

な
ど
に
移
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
多
い
ク
ラ
ブ
は
、

年
間
50
日
も
市
役
所
へ
移
動

し
て
い
る
。
指
導
員
や
子
ど

も
た
ち
が
安
定
し
た
環
境
で

過
ご
す
た
め
に
、
学
校
の
空

き
教
室
等
を
使
え
な
い
か

答　

で
き
る
だ
け
移
動
が
少

な
く
な
る
よ
う
に
空
き
教
室

や
他
の
施
設
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。　

問　

時
間
外
労
働
を
改
善
す

る
た
め
の
対
応
策
は

答　

月
30
時
間
を
超
え
る
場

合
の
事
前
協
議
書
の
提
出
や

帰
ろ
う
デ
ー
の
取
り
組
み
、

コ
ス
ト
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
時
間
単
価
の
通
知
を

行
っ
て
い
る
。
時
間
外
勤
務

の
よ
り
一
層
の
適
正
化
に
向

け
て
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

問　

29
年
度
異
常
な
伸
び
を

示
し
て
い
る
農
林
水
産
課
に

対
し
て
、
30
年
度
ど
の
よ
う

な
対
策
を
打
っ
た
の
か

答　

災
害
復
旧
の
対
応
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
り
、
課
の
職
員

だ
け
の
対
応
で
は
手
一
杯
の

た
め
、
他
の
部
署
の
職
員
を

兼
務
さ
せ
て
い
る
。

問　

29
年
度
の
時
間
外
労
働

は
伸
び
て
い
る
。
臨
時
職
員

の
雇
用
状
況
や
人
件
費
も
増

え
続
け
て
い
る
。
12
万
６
千

時
間
の
残
業
時
間
は
年
間
63

人
分
の
労
働
時
間
に
あ
た
り
、

現
場
で
は
何
十
人
と
正
規
職

員
が
足
り
て

い
な
い
よ
う

に
思
う
が
ど

う
か

答　

業
務
量

の
増
加
、
防

災
上
の
観
点

か
ら
27
年
度

か
ら
退
職
者

に
見
合
う
採

用
を
行
っ
て

い
る
。
一
時

的
、
短
期
的

な
業
務
量
の

増
加
に
対
し

て
正
規
職
員
を
増
や
す
こ
と

は
難
し
い
。
業
務
を
精
査
し

対
応
し
た
い
。

小
・
中
学
校
の
統
廃
合

小
・
中
学
校
の
統
廃
合

問　

小
規
模
校
の
統
合
に
向

け
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な

さ
れ
、
ど
こ
ま
で
煮
詰
ま
っ

て
い
る
の
か

答　

教
育
上
の
観
点
か
ら
学

校
規
模
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
学
校
統
合
を
視
野
に
入

れ
た
検
討
を
始
め
る
時
期
が

来
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

50
人
以
下
の
学
校
は
小
規
模

で
あ
り
教
育
的
課
題
が
生
じ

や
す
い
状
況
に
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

問　

統
合
案
は
誰
が
ど
の
よ

う
に
示
す
の
か
。
実
施
に
向

け
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

答　

31
年
度
は
地
域
や
保
護

者
の
意
見
を
聞
く
。
そ
の
後
、

学
識
経
験
者
、
地
域
代
表
、

保
護
者
に
も
入
っ
て
も
ら
い

審
議
会
を
立
ち
上
げ
、
方
向

性
を
審
議
す
る
。

伊藤　　仁 議員
（とよおか市民クラブ）

上田　伴子 議員
（日本共産党・あおぞら

豊岡市会議員団）

過
労
死
認
定
基
準
を
超
え
る

残
業
は
許
さ
れ
な
い

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

育
つ
環
境
整
備
を
！

毎日の調理業務は目のまわる忙しさ

効率的な業務が望まれる職場

市 政 を 問 う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。



とよおかし議会だより　2019.2.25 ○10

問　

市
と
し
て
但
馬
牛
関
連

の
事
業
者
を
応
援
す
る
新
た

な
施
策
は
あ
る
か
。
ま
た
牛

舎
を
建
て
る
時
に
建
築
基
準

法
や
都
市
計
画
を
推
進
す
る

市
街
化
区
域
の
関
係
で
農
業

者
の
方
に
負
担
を
か
け
て
い

な
い
か

答　

平
成
30
年
８
月
に
豊
岡

市
但
馬
牛
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議

会
を
設
置
し
た
。
農
家
が
抱

え
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
Ｊ

Ａ
た
じ
ま
和
牛
部
会
等
と
連

携
し
、
必
要
な

施
策
は
県
に
要

望
し
て
い
く
。

　

平
成
22
年
に

豊
岡
市
全
域
が

都
市
計
画
区
域

に
指
定
さ
れ
て

建
築
基
準
法
に

基
づ
い
て
建
築

確
認
申
請
が
必

要
と
な
り
建
築

物
に
安
全
性
が

担
保
さ
れ
た
。

問　

追
加
課
税

は
農
業
者
の
方

も
支
払
っ
て
い
る
。
二
重
課

税
の
よ
う
な
も
の
。
但
馬
牛

は
ブ
ラ
ン
ド
で
も
あ
る
の
で

市
で
新
た
な
取
り
組
み
を
で

き
な
い
か

答　

別
の
形
で
農
業
者
へ
の

側
面
支
援
を
し
て
い
く
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
実
証
実
験

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
実
証
実
験

提
案
提
案

問　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
自
宅
に

持
ち
帰
り
個
人
の
学
習
履
歴

が
管
理
で
き
る
芦
屋
市
で

行
っ
た
実
証
実
験
を
提
案
す

る
が
ど
う
か

答　

先
進
的
な
事
例
を
注
視

し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

現
時
点
で
は
実
施
は
考
え
て

い
な
い
。

江
原
駅
前
イ
ベ
ン
ト
広
場

江
原
駅
前
イ
ベ
ン
ト
広
場

問　

現
在
、
駐
車
場
と
し
て

使
え
な
く
な
っ
た
が
、
今
後

の
方
針
は
ど
う
か

答　

周
辺
事
業
者
の
一
部
が

ど
の
よ
う
に
経
費
を
負
担
す

る
の
か
を
含
め
協
議
の
行
方

を
見
守
っ
て
い
る
。
商
店
街

へ
の
来
客
が
減
少
す
る
こ
と

に
起
因
す
る
こ
と
で
あ
り
、

今
後
の
商
業
振
興
に
つ
い
て

関
係
者
と
協
議
し
て
い
く
。

梶
原
水
路
に
つ
い
て

梶
原
水
路
に
つ
い
て

問　

前
回
質
問
か
ら
の
進
捗

状
況
は
ど
う
か

答　

31
年
度
に
詳
細
設
計
、

32
年
度
に
工
事
着
手
を
予
定

し
て
い
る
。

問　

近
年
、
災
害
の
多
様
性

や
、
異
常
気
象
と
も
相
ま
っ

て
火
災
の
多
発
、
大
災
害
へ

の
支
援
活
動
と
消
防
の
多
忙

が
気
に
か
か
る
。
総
務
省
消

防
庁
が
示
す
「
消
防
力
の
整

備
指
針
・
基
準
」
と
の
関
係

は
ど
う
か

答　

署
所
数
と
消
防
車
両
数

は
１
０
０
％
、
人
員
数
は
、

78
・
７
％
の
充
足
率
だ
。

問　

人
員
が
、
基
準
と
現
員

数
の
差
で
34

名
少
な
い
。

熊
本
地
震
の

災
害
支
援
で

は
、
７
日
間

14
名
を
派
遣

し
て
い
る
が
、

こ
の
間
の
消

防
力
は
ど
の

よ
う
に
対
応

し
た
の
か

答　

通
常
予

定
の
休
暇
を

配
置
換
え
し

て
最
低
確
保

人
員
を
担
保

し
て
い
る
。

問　

火
災
出
動
時
の
消
防
ポ

ン
プ
車
の
人
員
は
５
名
と
さ

れ
て
い
る
が
、
守
ら
れ
て
い

る
か

答　

５
名
は
乗
っ
て
い
な
い
。

現
場
で
他
の
車
両
の
人
員
と

協
力
し
て
活
動
す
る
の
で
問

題
は
な
い
。
国
の
整
備
指
針

と
し
て
、
救
急
隊
１
隊
３
名

は
消
防
法
施
行
令
で
規
定
し

て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
消

防
車
両
の
人
員
は
、
あ
く
ま

で
助
言
で
あ
り
、
法
的
な
拘

束
力
は
な
く
、
自
治
体
の
判

断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

専
門
職
大
学
・
何
を
学

専
門
職
大
学
・
何
を
学

ぶ
の
か

ぶ
の
か

問　

全
国
に
例
の
な
い
学
部

に
対
す
る
期
待
の
声
が
あ
る

一
方
で
、
就
職
に
有
利
か
不

安
だ
が
ど
う
か

答　

観
光
と
芸
術
に
着
目
し

た
１
学
部
１
学
科
に
よ
る
コ

ー
ス
制
で
、
２
年
次
か
ら
二

つ
に
分
か
れ
る
。
観
光
を
率

い
て
い
く
人
材
に
期
待
で
き

る
。
ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

育
成
コ
ー
ス
で
は
、
俳
優
や

劇
作
家
、
演
出
家
を
目
指
す

学
生
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。　
　

　

さ
ら
に
１
年
次
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
を
履

修
す
る
。
相
手
の
立
場
を
理

解
し
、
共
感
し
、
共
通
の
結

論
を
導
き
出
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
こ
と

で
卒
業
生
は
、
高
い
需
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

村岡　峰男 議員
（日本共産党・あおぞら

豊岡市会議員団）

竹中　　理 議員
（豊岡市議会公明党）

消
防
力
強
化
は
、
市
民
の

安
全
・
安
心
の
保
証
だ

農
業
事
業
者
へ
の
施
策
を

農業施策の充実を！

装備を活
い

かすのは消防署員！

市 政 を 問 う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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いじめはあかん…

問　

市
は
、
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
を
策
定
し
て
い
る
。

現
状
を
聞
く

答　

い
じ
め
の
定
義
が
変

わ
っ
た
。
認
知
件
数
は
10
月

末
現
在
、
小
学
校
で
98
件
、

中
学
校
で
34
件
。
昨
年
度
比

で
小
学
校
は
３
倍
、
中
学
校

は
同
数
。
各
学
校
で
「
い
じ

め
対
応
チ
ー
ム
」
を
全
職
員

共
通
理
解
の
も
と
立
ち
上
げ
、

い
じ
め
対
策
を
行
っ
て
お
り

成
果
を
上
げ
た
と
の
報
告
も

あ
る
。

問　

い
じ
め
は
な
ぜ
起
こ
る

の
か

答　

ま
ず
集
団
心
理
、
自
分

た
ち
と
違
う
も
の
は
排
除
。

相
手
の
気
持
ち
を
思
い
量
る

想
像
力
の
欠
如
。
人
間
関
係
、

勉
強
、
部
活
な
ど
の
ス
ト
レ

ス
が
考
え
ら
れ
る
。

問　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
90
％

の
子
ど
も
が
「
い
じ
め
る
」

「
い
じ
め
ら
れ
る
」
の
両
方

を
経
験
し
て
い
る
。
ま
た
子

ど
も
が
他
人
を
い
じ
め
て
い

る
よ
う
だ
と
、
保
護
者
が
相

談
に
来
る
こ
と
は

な
い
と
思
う
。
我

が
子
を
い
じ
め
の

加
害
者
に
し
な
い
。

い
じ
め
を
し
な
い

子
ど
も
に
育
て
る

こ
と
が
大
切
で
は

な
い
か

答　

同
感
だ
。
人

権
意
識
も
含
め
、

家
庭
の
中
で
い
じ

め
に
つ
い
て
語
る

こ
と
が
大
事
だ
。

保
護
者
同
士
が
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
等
で

話
が
で
き
る
関
係

が
重
要
だ
。

先
生
の
ゆ
と
り
が
必
要
だ

先
生
の
ゆ
と
り
が
必
要
だ

問　

先
生
が
ゆ
と
り
を
も
っ

て
児
童
・
生
徒
と
向
き
合
う

時
間
の
確
保
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
先
生
の
人
数
が
少
な

く
、
超
過
勤
務
や
休
日
出
勤

な
ど
多
い
の
で
は
な
い
か

答　

超
過
勤
務
の
平
均
時
間

は
10
月
で
小
学
校
44
時
間
、

中
学
校
58
時
間
だ
が
徐
々
に

少
な
く
な
っ
て
い
る
。

問　

こ
の
状
態
を
解
消
し
な

い
限
り
先
生
方
は
力
を
発
揮

で
き
な
い

答　

定
数
の
増
員
は
学
校
も

私
た
ち
も
望
ん
で
お
り
、
県

や
国
に
働
き
か
け
て
い
る
。

市
で
も
働
き
方
改
革
の
推
進

方
針
を
策
定
し
た
。
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
な
ど
事
務
の
適

正
化
等
を
図
っ
て
い
く
。

学
校
給
食
に
無
農
薬
栽

学
校
給
食
に
無
農
薬
栽

培
米
を

培
米
を
！！！！

問　

環
境
創
造
型
農
業
の
先

進
地
の
成
果
お
よ
び
無
農
薬

栽
培
米
の
価
値
を
一
番
わ

か
っ
て
い
る
市
に
お
い
て
、

ま
ず
子
ど
も
た
ち
に
無
農
薬

栽
培
米
を
食
べ
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か

答　

子
ど
も
の
安
全
・
安
心

と
い
う
観
点
、
そ
れ
か
ら
命

に
対
す
る
勉
強
、
環
境
保
全

へ
の
関
心
を
高
め
る
と
い
う

観
点
か
ら
も
、
無
農
薬
栽
培

米
の
使
用
に
つ
い
て
は
大
変

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
放

鳥
か
ら
２
０
２
０
年
で

15
年
、
次
の
高
み
へ
向

け
、
生
産
者
、
販
売
業

者
、
市
お
よ
び
家
庭
が

連
携
し
て
、
給
食
に
無

農
薬
栽
培
米
を
供
用
す

る
官
民
一
体
の
取
り
組

み
は
ど
う
か

答　

全
て
無
農
薬
栽
培

米
に
す
る
と
２
５
０
０

万
円
の
負
担
増
と
な
る
こ
と

や
、
い
ま
扱
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
販
売
業
者
へ
回
す
量

が
圧
迫
さ
れ
る
な
ど
、
現
時

点
で
無
農
薬
栽
培
米
に
す
る

こ
と
は
総
合
的
に
判
断
し
て

難
し
い
と
考
え
る
。

豊
岡
自
然
再
生
ア
ク

豊
岡
自
然
再
生
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

問　

円
山
川
を
は
じ
め
と
す

る
河
川
を
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
、
役
割
を
持
た
せ
よ
う

と
し
て
い
る
か

答　

河
川
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

繁
殖
と
の
相
関
関
係
が
よ
り

明
確
に
な
っ
た
時
点
で
、
国

土
交
通
省
や
兵
庫
県
と
協
力

し
な
が
ら
効
率
的
な
自
然
再

生
を
進
め
た
い
。

円
山
川
中
郷
遊
水
地
整
備

円
山
川
中
郷
遊
水
地
整
備

問　

事
業
実
施
に
あ
た
り
、

地
域
住
民
の
理
解
、
協
力
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か

答　

国
土
交
通
省
は
、
地
域

住
民
の
理
解
、
協
力
を
得
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
、
事
業

実
施
地
区
お
よ
び
国
府
地
区

に
対
し
、
説
明
会
を
実
施
す

る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

岡本　昭治 議員
（新風とよおか）

奥村　忠俊 議員
（日本共産党・あおぞら

豊岡市会議員団）

環
境
と
農
業
、
取
り
組
み
の

成
果
を
子
ど
も
た
ち
に

い
じ
め
！
自
分
の
子
ど
も

を
加
害
者
に
さ
せ
な
い
で

一杯のごはんがつなぐみんなの命

市 政 を 問 う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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城崎温泉街城崎温泉街城崎温泉街
●●

観
覧
席

観
覧
席

観
覧
席

現
在
の
城
崎
大
橋

現
在
の
城
崎
大
橋

現
在
の
城
崎
大
橋

サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
ロ
ー
ド

サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
ロ
ー
ド

サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
ロ
ー
ド

新・城崎大橋新・城崎大橋新・城崎大橋

国
際
Ａ
級（
直
線
２
０
０
０
ｍ
）ボ
ー
ト

城
崎
ボ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

城
崎
ボ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

城
崎
ボ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

→→→

←←←

新
し
い
教
育
基
礎
的
科
目

新
し
い
教
育
基
礎
的
科
目

問　

２
０
２
０
年
度
か
ら
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
修

と
な
り
２
０
２
５
年
度
に
大

学
受
験
科
目
に
な
る
が
、
そ

の
取
り
組
み
内
容
と
課
題
は

答　

県
の
教
育
委
員
会
等
か

ら
の
情
報
を
受
け
て
支
援
を

行
う
。
課
題
は
、
教
職
員
の

約
７
割
が
Ｐ
Ｃ
等
の
指
導
に

自
信
が
な
い
実
態
が
あ
り
、

指
導
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

問　

我
々
が
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
世
界
が
広
が
っ
て
お

り
、
取
り
組
み
が
後
手
に
回

っ
た
と
き
の
教
育
地
域
格
差

を
ど
う
考
え
る
か

答　

今
は
国
か
ら
提
示
さ
れ

た
も
の
を
踏
ま
え
な
が
ら
や

っ
て
い
く
し
か
な
い
。

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略

問　

今
、
農
家
か
ら
農
業
経

営
者
へ
の
変
換
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
戦

略
の
考
え
方
・
取
り
組
み
に

つ
い
て
ど
う
か

答　

市
内
で
は
、

小
規
模
兼
業
農

家
が
多
く
10
年

後
の
農
家
を
支

え
る
人
材
が
圧

倒
的
に
不
足
し
、

衰
退
の
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
31
年

秋
に
農
業
を
守

る
た
め
の
戦
略

・
農
業
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
す
る
。

問　

事
業
承
継

・
起
業
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る

か答　

新
規
就
農
支
援
事
業
も

活
用
し
な
が
ら
、
新
規
就
農

希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

積
極
的
に
推
進
す
る
。

豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

問　

モ
ノ
づ
く
り
メ
イ
ド
イ

ン
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ａ
へ
の
考

え
方
と
支
援
に
つ
い
て
は
ど

う
か

答　

市
政
経
営
方
針
の
重
要

な
柱
の
一
つ
で
あ
り
、
地
域

団
体
商
標
な
ど
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
。
そ
し

て
き
ち
ん
と
本
物
を
届
け
る
。

そ
の
た
め
に
も
消
費
者
に
類

似
品
と
混
同
さ
せ
な
い
環
境

づ
く
り
を
行
い
、
関
係
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

ド
イ
ツ
ボ
ー
ト
連
盟
と

の
東
京
五
輪
事
前
合
宿
な
ど

国
際
的
な
取
り
組
み
の
た
め

に
円
山
川
城
崎
漕
艇
場
の
施

設
や
環
境
整
備
に
つ
い
て
の

考
え
は

答　

事
前
合
宿
選
定
の
理
由

は
、
宿
泊
場
所
と
練
習
拠
点

と
の
距
離
、
ま
ち
の
雰
囲
気
、

宿
泊
施
設
の
点
で
総
合
的
に

評
価
が
あ
っ
た
。
日
本
代
表

チ
ー
ム
の
強
化
合
宿
地
と
し

て
の
評
価
も
高
い
。
世
界
各

国
の
視
察
を
受
け
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
増
設
、
電

気
・
空
調
設
備
の
更
新
や
施

設
老
朽
化
に
伴
う
改
修
を
行

う
。
国
際
大
会
を
開
催
す
る

た
め
に
は
、
コ
ー
ス
の
側
道
、

ボ
ー
ト
保
管
所
、
観
客
席
や

映
像
機
器
の
設
置
が
求
め

ら
れ
る
。
城
崎
大
橋
の
事

業
完
了
後
に
は
国
際
Ａ
級

２
０
０
０
ｍ
の
コ
ー
ス
の
設

置
が
可
能
と
な
る
。

問　

人
口
が
減
れ
ば
市
の
財

政
に
お
よ
ぼ
す
影
響
は
過
大

で
あ
る
。
広
大
な
土
地
を
抱

え
、
将
来
、
市
の
財
政
は
困

難
な
時
代
を
迎
え
る
。
公
共

施
設
の
再
編
や
学
校
の
統
合
、

小
中
一
貫
校
の
推
進
、
水
道

事
業
な
ど
公
共
事
業
か
ら
も

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
を
形
成

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が

答　

多
く
の
人
た
ち
が
い
た

時
代
の
施
設
を
ゼ
ロ
に
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か

し
、
将
来
に
そ
れ
ら
を
わ
ず

か
な
人
々
で
支
え
て
い
く
に

は
限
界
が
あ
る
。
ま
ち
に
ど

の
よ
う
な
機
能
が
最
低
限
必

要
か
。
ま
ち
は
ど
の
よ
う
な

配
置
で
守
ら
れ
る
か
。
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
対
し
て
ア
イ

デ
ア
や
知
恵
を
出
し
て
、
ま

ち
の
デ
ザ
イ
ン
を
し
直
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

問　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
上

の
観
点
か
ら
適
正
化
を
図
り
、

学
校
統
合
を
視
野
に
入
れ
検

討
を
始
め
る
時
期
が
き
た
。

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
の
形
成

に
学
校
と
い
う
一
つ
の
社
会

が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と

思
う
が

答　

学
校
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
中
核
的
な
役
割
を
担

っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
と
共
に
考
え
て
い
く
。

椿野　仁司 議員
（とよおか市民クラブ）

田中藤一郎 議員
（新風とよおか）

国
際
Ａ
級
の
ボ
ー
ト
場
を

め
ざ
し
て

常
に
前
を
向
き
！
全
て
の

地
域
格
差
を
な
く
せ
！

私が描く未来予想図

ドラマ「下町ロケット」にならって農業ビジョンの策定を！

市 政 を 問 う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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問　

防
災
・
減
災
の
取
り
組

み
を
政
治
や
社
会
の
主
流
に

押
し
上
げ
る
べ
き
で
は

答　

ハ
ー
ド
整
備
に
つ
い
て

市
と
し
て
で
き
る
こ
と
、
国

県
に
訴
え
る
こ
と
を
し
っ
か

り
や
っ
て
い
く
。
工
事
の
平

準
化
を
は
か
る
た
め
但
馬
で

工
事
が
し
や
す
い
４
月
、
５

月
、
６
月
に
工
事
が
で
き
る

よ
う
引
き
続
き
工
夫
し
た
い
。

問　

市
民
一
人
ひ
と
り
の
防

災
意
識
改
革
の
取
り
組
み
は
。

ま
た
各
家
庭
で

の
※
コ
ツ
コ
ツ
防

災
に
対
す
る
認

識
は

答　

よ
り
正
確

な
情
報
を
よ
り

早
く
把
握
し
、

よ
り
正
確
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、

よ
り
ふ
さ
わ
し

い
言
葉
で
伝
え

る
と
い
う
行
政

の
わ
ざ
も
磨
い

て
い
き
た
い
。

家
族
で
話
し
合

う
「
コ
ツ
コ
ツ
防
災
」
の
趣

旨
は
、
有
効
な
方
法
だ
ろ
う

と
思
う
。

問　

小
・
中
学
校
体
育
館
の

空
調
設
備
の
取
り
組
み
は

答　

現
在
、
計
画
は
な
い
。

教
室
等
の
整
備
に
比
べ
、
整

備
費
、
維
持
費
と
も
に
多
大

な
費
用
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

本
市
の
雇
用
の
あ
り
方
は

本
市
の
雇
用
の
あ
り
方
は

問　

大
き
な
社
会
構
造
の
変

化
の
時
、
本
市
の
雇
用
の
あ

り
方
は

答　

国
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
定
年
延
長
な
ど
本
市

職
員
の
雇
用
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
く
。

問　

高
齢
者
福
祉
３
事
業
の

現
状
と
課
題
は

答　

３
事
業
と
も
実
施
さ
れ

て
い
な
い
区
が
28
区
。
人
口

規
模
、
世
話
役
、
活
動
場
所

等
の
課
題
が
考
え
ら
れ
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

小
・
中
学
校
時
の
健
康

小
・
中
学
校
時
の
健
康

へ
の
影
響
に
つ
い
て

へ
の
影
響
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
た
ち
の
負
担
を

減
ら
す
「
置
き
勉
」
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か

答　

文
科
省
か
ら
携
行
品
に

つ
い
て
事
務
連
絡
が
あ
っ
た
。

子
ど
た
ち
の
発
達
段
階
に
応

じ
て
、
教
材
等
を
学
校
に
置

く
な
ど
、
各
学
校
で
負
担
を

減
ら
す
工
夫
を
し
て
い
る
。

消
防
力
の
強
化
を

消
防
力
の
強
化
を

問　

10
月
の
豊
岡
密
集
市
街

地
の
火
災
で
、
計
画
ど
お
り

活
動
で
き
た
の
か
。
ま
た
消

防
団
と
の
実
践
的
な
訓
練
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か

答　

29
年
度
に
「
木
造
家
屋

密
集
街
区
消
防
活
動
計
画
」

策
定
後
、
初
め
て
の
火
災
だ

が
、
計
画
に
よ
る
消
防
団
と

の
連
携
で
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

消
防
団
と
の
実
践
的
な
消
火

活
動
訓
練
は
必
要
と
考
え
て

お
り
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
エ
リ
ア
の
見
直
し
を

の
エ
リ
ア
の
見
直
し
を

問　

城
崎
エ
リ
ア
を
「
城
崎

・
港
地
域
」
と
し
、
温
泉
街
、

円
山
川
河
口
や
気
比
の
浜
の

観
光
等
の
整
備
を
一
体
的
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
ど
う
か

答　

城
崎
地
域
に
港
地
区
を

加
え
て
い
な
い
が
、
観
光
資

源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進

め
、
利
用
促
進
に
取
り
組
む

計
画
と
し
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
を

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
を

問　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法

の
省
エ
ネ
水
管
理
に
電
動
給

水
栓
バ
ル
ブ
と
連
携
し
た
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
冬
期
湛
水
は
翌
年

の
予
定
水
田
を
対
象
と
し
な

い
の
か

答　

給
水
栓
の
電
動
化
は
、

効
果
の
高
い
優
れ
た
技
術
だ

が
高
価
で
市
単
独
で
は
厳
し

い
。
県
の
実
証
結
果
を
共
有

し
今
後
の
推

進
に
生
か
し

た
い
。

　

ま
た
、
冬

期
湛
水
補
助

金
は
、
交
付

が
年
度
を
ま

た
が
な
い
よ

う
当
該
年
度

分
が
適
切
と

考
え
て
い
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

見
直
し
を

見
直
し
を

問　

一
括
交
付
金
お
よ
び
地

域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
待
遇
・

定
年
制
の
見
直
し
が
必
要
で

は答　

交
付
金
は
、
お
お
む
ね

３
年
程
度
の
決
算
状
況
を
検

証
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
検
討

し
た
い
。
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
、
非
常
勤
職
員
の
た
め
、

待
遇
の
個
別
対
応
は
難
し
い

が
、
定
年
制
は
検
討
課
題
と

し
た
い
。

芦田　竹彦 議員
（豊岡市議会公明党）

全
世
代
が
活
躍
で
き
る

社
会
の
構
築
へ
向
け
て

浅田　　徹 議員
（新風とよおか）

消
防
力
・
都
市
計
画
・
農
業
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

「六方田んぼ」における冬期湛水の取り組み

「重たそうだなぁ～」

※
コ
ツ
コ
ツ
防
災
と
は　

大
災
害
だ
け
で
な
く
、
身
の
回
り
の
危
険
の
体
験
談
や
考
え
を
共
有
し
て
自
助
・
共
助

を
促
進
す
る
取
り
組
み
の
こ
と

市 政 を 問 う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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問　

中
心
地
に
近
い
と
こ
ろ

に
は
市
の
支
援
が
手
厚
い
の

に
対
し
、
周
辺
部
で
は
何
も

し
て
も
ら
え
な
い
、
市
の
支

援
が
打
ち
切
ら
れ
そ
う
だ
と

い
う
声
を
聞
く
。
第
三
セ
ク

タ
ー
に
対
す
る
指
定
管
理
や

業
務
委
託
を
通
じ
た
実
質
的

な
経
営
支
援
で
、
市
の
姿
勢

に
差
が
生
じ
て
い
な
い
か

答　

ア
イ
テ
ィ
豊
岡
都
市
開

発
㈱
は
、
通
常
の
経
営
支
援

で
な
く
破
綻
回
避
の
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
と
理
解
い

た
だ
き
た
い
。
豊
岡
ま
ち
づ

く
り
㈱
で
は
、
支
援
と
い
う

色
合
い
を
持
っ
て
い
た
こ
と

は
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

問　

公
共
施
設
再
編
計
画
で

譲
渡
や
廃
止
に
分
類
さ
れ
た

公
共
施
設
は
、
旧
町
地
域
に

多
い
。
指
定
管
理
者
が
修
繕

料
を
要
望
し
て
も
予
算
化
さ

れ
な
い
実
態
が
あ
る
と
聞
く

が
、
市
は
施
設
を
維
持
す
る

責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

答　

廃
止
等
の
時
期
を
決
定

す
る
ま
で
は
、
利
用
者
が
安

全
に
、
安
心
し
て
利
用
す
る

た
め
に
最
低
限
必
要
と
さ
れ

る
修
繕
は
行
い
た
い
。

ひ
き
こ
も
り
本
人
や
家
族

ひ
き
こ
も
り
本
人
や
家
族

の
孤
立
を
防
ぐ
対
策

の
孤
立
を
防
ぐ
対
策

問　

ひ
き
こ
も
り
の
長
期
化
、

高
年
齢
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

当
事
者
や
家
族
の
今
後
を
推

察
す
る
と
、
孤
立
感
を
早
急

に
緩
和
す
る
取
り
組
み
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
最
終

的
に
は
社
会
参

加
へ
つ
な
が
る

き
っ
か
け
づ
く

り
が
で
き
な
い

か
。ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
る

団
体
等
へ
の
財

政
支
援
は

答　

相
談
窓
口

や
心
理
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
設
置

し
、
社
会
復
帰

に
向
け
た
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
や

家
族
へ
の
助
言
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
必
要
に
応
じ
て
支

援
機
関
が
訪
問
し
て
い
る
。

28
年
度
に
補
助
制
度
を
創
設

し
、
居
場
所
運
営
や
家
族
の

方
へ
相
談
対
応
が
で
き
る
よ

う
助
成
し
て
い
る
。

問　

支
援
を
受
け
て
い
る
団

体
の
活
動
実
績
は

答　

ひ
き
こ
も
り
の
相
談
や

居
場
所
づ
く
り
な
ど
で
は
、

29
年
度
で
約
１
２
０
０
件
。　

地
域
経
済
循
環
創
造
交

地
域
経
済
循
環
創
造
交

付
金
の
返
還

付
金
の
返
還

問　

こ
の
制
度
は
、
市
と
金

融
機
関
と
事
業
者
の
三
位
一

体
で
進
め
て
き
た
事
業
だ
。

返
還
理
由
と
市
の
責
任
の
認

識
は
ど
う
か

答　

１
件
は
、
補
助
金
で
取

得
し
た
機
械
を
市
の
承
認
を

得
ず
に
譲
渡
。
も
う
１
件
は
、

対
象
と
な
ら
な
い
経
費
を
補

助
金
申
請
に
含
め
て
い
た
。

事
業
者
の
理
解
不
足
だ
け
で

な
く
市
や
金
融
機
関
の
指
導
、

監
督
も
行
き
届
か
な
か
っ
た
。

深
く
反
省
し
て
い
る
。

問　

補
助
金
交
付
要
綱
で
は
、

「
市
は
、
事
業
者
が
取
得
し

た
財
産
を
管
理
し
て
効
率
的

運
用
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
る
が
ど
う
か

答　

指
導
、
監
督
が
十
分
で

な
か
っ
た
と
深
く
反
省
し
て

い
る
。　

問　

市
が
立
て
替
え
て
国
に

返
還
し
、
後
で
事
業
者
か
ら

戻
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と

か答　

年
明
け
に
は
事
業
者
か

ら
返
し
て
も
ら
い
年
度
末
ま

で
に
国
に
返
還
す
る
。
事
業

者
に
は
了
解
を
得
て
い
る
。

免
震
デ
ー
タ
改
ざ
ん

免
震
デ
ー
タ
改
ざ
ん

問　

市
の
対
応
と
市
民
に
対

す
る
注
意
喚
起
は
ど
う
し
て

き
た
の
か

答　

対
象
の
本
庁
舎

と
豊
岡
稽
古
堂
の
ダ

ン
パ
ー
は
合
計
20
基
。

12
月
６
日
に
メ
ー

カ
ー
か
ら
正
式
に
謝

罪
を
受
け
た
が
十
分

な
説
明
は
受
け
て
い

な
い
。
安
全
性
評
価

や
交
換
、
修
繕
な
ど

速
や
か
な
対
応
を
強

く
求
め
て
い
る
。
そ

の
結
果
を
受
け
て
市

民
へ
の
周
知
を
行
っ

て
い
く
。

問　

デ
ー
タ
が
改
ざ

ん
さ
れ
た
施
設
が
安

全
で
あ
る
と
い
う
保

障
は
あ
る
の
か

答　

全
国
の
サ
ン
プ
ル
か
ら

構
造
安
全
性
を
検
証
し
た
結

果
、「
震
度
６
〜
７
の
地
震

に
対
し
て
倒
壊
の
恐
れ
は
な

い
」
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

問　

市
民
が
一
番
よ
く
利
用

さ
れ
る
庁
舎
だ
。
安
全
性
を

知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
が

答　

適
宜
、
周
知
な
り
公
表

を
し
て
い
き
た
い
。

青山　憲司 議員
（ひかり）

松井　正志 議員
（とよおか市民クラブ）

市
民
の
信
頼
を
損
な
う
こ
と

の
な
い
行
政
執
行
を
！

地
域
の
隅
々
ま
で
光
が

当
た
る
市
政
の
実
現
を

豊岡稽古堂に貼られている免震建物の銘板

本人やご家族の孤立感を和らげる取り組みを

市 政 を 問 う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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当
委
員
会
は
、
豊
岡
市
政
最
大
の
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
対
策
を
は
じ
め
、
持
続

可
能
な
行
政
経
営
の
た
め
の
行
政
改
革
、

財
政
健
全
化
、
ま
た
、
市
民
の
安
全
と
安

心
を
確
保
す
る
消
防
行
政
な
ど
、
市
政
運

営
の
根
幹
に
か
か
わ
る
事
柄
や
市
民
の
安

全
を
守
る
と
い
っ
た
大
変
重
要
な
部
門
を

所
管
し
て
い
ま
す
。

　

急
激
な
人
口
減
少
は
、
こ
れ
ま
で
私
た

ち
が
築
い
て
き
た
社
会
や
生
活
を
根
底
か

ら
脅
か
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
政

運
営
を
よ
り
一
層
難
し
い
も
の
に
し
て
い

ま
す
。
何
と
し
て
も
こ
の
流
れ
を
食
い
止

め
、
地
域
の
活
力
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
一
方
、
近
年
の
自
然
災
害
は
想
定

を
は
る
か
に
超
え
た
荒
ぶ
る
被
害
が
普
通

に
起
き
る
時
代
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
巨

大
化
す
る
自
然
災
害
に
備
え
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
や
対
策
を
検
証
し
、
行
政
と
市
民

が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
諸
課
題
が
あ
る
中
で
、
市

民
の
た
め
に
あ
る
べ
き
施
策
、
対
策
を
市

当
局
と
十
分
議
論
し
、
皆
さ
ま
の
期
待
に

応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
市
民
の
皆

さ
ま
と
の
意
見
交
換
も
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振

興
部
、
市
民
生
活
部
、
健
康
福
祉
部
、
教

育
委
員
会
所
管
の
事
務
・
事
業
等
に
つ
い

て
調
査
や
審
査
を
行
い
ま
す
。　

　

具
体
的
に
は
、
定
例
会
で
市

か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
の
審
査

や
、
市
民
や
団
体
か
ら
提
出
さ

れ
た
請
願
・
陳
情
の
審
査
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

管
内
・
管
外
視
察
の
実
施
、

関
係
団
体
と
の
意
見
交
換
会
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

１
年
間
の
抱
負
と
し
て
は
広

範
囲
の
分
野
で
あ
り
内
容
も
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、し
っ

か
り
と
市
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

課
題
と
し
て
は
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
の
活
性
化
、
誰
も

が
日
々
人
生
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
社
会
づ
く
り
、
国
民
健

康
保
険
事
業
の
安
定
的
な
運
営
、

消
費
者
行
政
活
性
化
事
業
の
推

進
、
障
害
者
福
祉
の
推
進
、
介

護
保
険
事
業
の
円
滑
な
推
進
、

介
護
予
防
・
生
活
支
援
体
制
の

整
備
、
認
知
症
総
合
支
援
事
業

お
よ
び
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
事
業
の
推

進
、
人
口
減
少
抑
制
対
策
、
教
育
・
保
育

施
設
整
備
、
教
育
・
子
育
て
支
援
の
充
実

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

● 

総　

務　

委　

員　

会 

●

● 

文
教
民
生
委
員
会 

●

委
員
長　

井　

垣　

文　

博

委
員
長　

竹　

中　
　
　

理

地
方
創
生（
人
口
減
少
対
策
）が
市
政
最
大
の
課
題

課
題
解
決
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す

職員から提出議案の説明を聞く委員

生涯学習サロン整備予定建物の現地調査（1階）
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議会だよりや議会活動に関してのご意見をお寄せください
E-mail   gikai@city.toyooka.lg.jp

　

当
委
員
会
は
、
都
市
整
備
、
住
宅
建
設
、

土
木
事
業
、
交
通
政
策
、
観
光
、
商
工
、

農
林
水
産
業
、
上
下
水
道
等
、
幅
広
い
分

野
を
所
管
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
の
重
点
調
査
事
項
は
、
７
つ
あ

り
ま
す
が
、
中
で
も
「
豊
岡
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」（
市
町
村
の
都
市
計

画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
）
は
重
要
で

あ
り
、
平
成
30
年
９
月
10
日
か
ら
10
月
10

日
ま
で
プ
ラ
ン
改
定
に
対
す
る
意
見
募
集

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
実
施
し
、

10
名
の
方
か
ら
25
件
の
貴
重
な
意
見
を
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
該
プ
ラ
ン
は
、
住
民
意
見
を
反
映

さ
せ
つ
つ
、
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
確
立
し
、
地
域
の
あ
る

べ
き
姿
、
地
域
の
課
題
に

応
じ
た
都
市
計
画
の
方
針
、

都
市
施
設
の
計
画
、
土
地

利
用
に
つ
い
て
定
め
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
市
民

の
要
望
・
意
見
が
反
映
さ

れ
、「
市
民
が
、
安
心
・
安

全
で
暮
ら
し
や
す
い
」
と

実
感
で
き
る
豊
岡
市
を
目

指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

市
当
局
と
議
論
し
な
が

ら
、
し
っ
か
り
と
舵
取
り

を
し
、
進
む
べ
き
道
を
見

定
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

昨
年
の
「
議
会
だ
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」

で
は
、
『
問
い
よ
り
も
答
え
を
詳
し
く
』

『
議
員
の
趣
味
や
座
右
の
銘
な
ど
を
知
り

た
い
』
『
地
元
住
民
の
声
を
吸
い
上
げ
議

論
す
べ
き
』
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
き
し
ま
し
た
。

　

早
速
、
昨
年
12
月
号
で
、
24

人
の
議
員
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を

掲
載
し
て
み
ま
し
た
。
い
か
が

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

広
報
紙
の
役
割
の
一
つ
は
、

情
報
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
。

限
ら
れ
た
紙
面
の
中
で
、
ど
の

記
事
を
掲
載
す
る
か
、
簡
潔
な

言
葉
で
あ
っ
て
も
趣
旨
に
間
違

い
が
な
い
か
な
ど
、
伝
え
る
技

術
が
必
要
で
す
。
文
字
だ
け
が

続
く
ペ
ー
ジ
は
避
け
、
行
政
用

語
の
使
用
は
抑
え
、
写
真
を
多

く
す
る
な
ど
、
読
み
や
す
く
な

る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
情
報

の
正
確
さ
を
保
つ
に
は
一
定
の

文
字
数
が
必
要
で
あ
り
、
読
み

や
す
さ
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う

と
る
か
が
、
古
く
て
新
し
い
課

題
で
す
。

　

29
年
度
か
ら
広
聴
活
動
を
本

委
員
会
で
担
当
し
て
い
ま
す
。
議
員
は
日

常
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
要
望
や
住
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
な
ど
を
把
握
し
て
い
ま
す

が
、
議
会
全
体
で
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
て

い
く
か
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

● 

建
設
経
済
委
員
会 

●

● 

議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会 

●

委
員
長　

西　

田　
　
　

真

委
員
長　

松　

井　

正　

志

豊
岡
市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

正
確
さ
と
読
み
や
す
さ
追
求

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
ど
う
ぞ

都市計画マスタープラン改定にかかる説明会（日高地域）
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運動遊びをする子どもたち（城崎こども園）

円山川右岸堤防亀裂復旧現場で（赤石区）

　

当
委
員
会
の
目
的
は
、
豊
岡
市
の
人
口

減
少
・
地
域
活
性
化
に
関
す
る
諸
課
題
等

を
調
査
し
、
政
策
提
言
す
る
こ
と
で
す
。

　

人
口
減
少
は
世
界
的
な
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
日
本
に
お
い
て
は
高
齢
化
と
共
に

最
重
要
課
題
で
す
。
市
町
合
併
か
ら
13
年

経
っ
た
本
市
は
、
空
家
が
目
立
ち
商
店
街

も
衰
退
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
は
減
少
、
逆
に
世
帯

数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

何
が
原
因
で
あ
り
課
題
で

あ
る
の
か
。
行
政
政
策
に
お

け
る
成
功
と
見
直
し
な
ど
市

の
現
状
と
全
国
の
例
を
探
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
人
口
が
減
少
し
て

い
く
こ
と
は
メ
リ
ッ
ト
で
は

な
い
か
と
い
う
説
も
あ
り
ま

す
。
若
い
人
が
中
心
に
な
れ

ば
進
学
も
就
職
も
有
利
、
経

済
的
に
も
良
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
人
も
家
も
農
地

も
減
少
す
る
現
状
を
放
置
し
、

適
当
な
人
口
に
な
っ
て
暮
し

が
豊
か
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
り

ま
す
。

　

特
効
薬
を
探
し
出
す
こ
と
は
難
し
い
で

す
が
、
子
育
て
、
環
境
、
経
済
な
ど
市
民

が
暮
ら
し
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
わ
ず
か
で
も
提
言
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
は
、
本
市
の
防
災
行
政
の
推

進
を
始
め
、
国
・
県
で
進
め
ら
れ
て
い
る

治
水
、
内
水
、
治
山
な
ど
の
防
災
・
減
災

事
業
の
進
捗
状
況
の
把
握
や
今
後
の
計
画

の
見
通
し
な
ど
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
い
、

国
・
県
・
市
の
行
政
連
携
と
市
と
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
総
合
的
な
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
豪
雪
・
地
震
・
豪
雨
・
猛

暑
・
台
風
と
自
然
の
猛
威
に
さ
ら
さ
れ
ま

し
た
。
７
月
豪
雨
で
は
、
本
市
も
家
屋
へ

の
浸
水
、
河
川
・
道
路
や
農
地
・
農
業
用

施
設
が
被
災
し
、
現
在
、
懸
命

な
復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。　
　

　

ま
た
、
国
に
お
い
て
円
山
川

河
川
整
備
事
業
に
よ
る
洪
水
対

策
が
鋭
意
進
め
ら
れ
て
お
り
、

７
月
豪
雨
で
の
総
雨
量
は
台
風

23
号
を
上
回
っ
た
も
の
の
立
野

水
位
が
ポ
ン
プ
停
止
の
20
㎝
手

前
で
留
ま
る
効
果
が
あ
っ
た
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
治
水
を
は
じ

め
、
土
砂
災
害
、
内
水
処
理
、

地
震
・
津
波
、
高
潮
、
原
子
力

事
故
、
雪
害
な
ど
の
対
策
や
本

庁
・
振
興
局
の
防
災
体
制
、
庁

内
事
業
継
続
計
画
、
自
主
防
災

組
織
の
強
化
を
重
点
課
題
と
し

て
調
査
検
討
を
進
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

● 

人
口
減
少
対
策
等
調
査
特
別
委
員
会 

●

● 

防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会 

●

委
員
長　

奥　

村　

忠　

俊

委
員
長　

浅　

田　
　
　

徹

「
人
に
優
し
い
豊
岡
」
づ
く
り
を
探
る

行
政
と
市
民
に
よ
る
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
！
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2月18日㈪
 19日㈫
 20日㈬
 21日㈭
 22日㈮
 23日㈯
 24日㈰
 25日㈪
 26日㈫
 27日㈬
 28日㈭
3月 1日㈮
 2日㈯
 3日㈰
 4日㈪
 5日㈫
 6日㈬
 7日㈭

 8日㈮

議会運営委員会

定例会（開会日）

通告締切り（正午）

代表質問
一般質問
一般質問
一般質問／
予算決算委員会
審査※1

3月定例会のお知らせ（2/22～3/26開催予定）2月22日㈮9時30分開会 ※

１
定
例
会
（
一
般
質
問
）
終
了
後
に
開
催
し
ま
す
。

※

２
総
務
、
文
教
民
生
、
建
設
経
済
の
３
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

※

３
議
会
広
報
広
聴
、
人
口
減
少
対
策
等
調
査
、
防
災
対
策
調
査
の
３
特
別
委
員
会
は
、
予
算
決
算

委
員
会
終
了
後
ま
た
は
午
後
１
時
か
ら
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
定
例
会
は
市
の
議
場
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
一
時
保
育（
無
料
）も
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
、
１
週
間
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
豊
岡
市
議
会
事
務
局　

☎
０
７
９
６

－

 

－

１
１
１
９

23

3月 9日㈯
 10日㈰
 11日㈪

 12日㈫

 13日㈬
 14日㈭
 15日㈮
 16日㈯
 17日㈰
 18日㈪
 19日㈫

 20日㈬
 21日㈭
 22日㈮
 23日㈯
 24日㈰
 25日㈪
 26日㈫

委員会審査（常任委員会）※2／分科会審査
委員会審査（常任委員会）※2／分科会審査

予算決算委員会審査／
委員会審査（特別委員会）※3

春分の日

定例会（閉会日）

議会運営委員会委員と新人議員との懇談会

　

「
重
点
調
査
事
項
」

１　

議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項

２　

会
議
規
則
、
委
員
会
条
例
等
に
関
す

る
事
項

３　

議
長
諮
問
に
関
す
る
こ
と

　
　

（
議
会
改
革
の
推
進
な
ど
）

　

当
委
員
会
は
各
常
任
委
員
会
委
員
長
と

会
派
選
出
の
議
員
（
計
８
人
）
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
に
議
員
間
や
各
委
員
会
と
市

当
局
と
の
協
議
・
議
論
な
ど
の
調

整
、
円
滑
な
議
会
の
運
営
を
責
務

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
条

例
や
規
則
の
整
備
を
行
い
、
ま
た

議
長
諮
問
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な

案
件
の
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

数
年
前
か
ら
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
議
会
改
革
を
さ
ら
に
推

進
し
、
市
民
に
も
っ
と
近
い
存
在

で
あ
る
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

ま
す
。

　

議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
行
っ

た
各
定
例
議
会
一
般
質
問
の
時
間

配
分
の
変
更
に
よ
り
、
質
問
者
の

予
定
時
間
が
明
確
に
な
り
、
傍
聴

者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

「
市
議
会
議
員（
委
員
会
）と
意
見
交
換
を

し
ま
せ
ん
か
？
」

　

各
種
団
体
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
市
民
の
皆

さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
の
リ
ク
エ
ス
ト
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
の
責
任
と
使
命
を
し
っ
か
り
と
果

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

● 

議
会
運
営
委
員
会 

●
委
員
長　

椿　

野　

仁　

司

市
民
に
と
っ
て
よ
り

4

4

存
在
感
の
あ
る
議
会
を
！
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防
災
・
減
災
に
資
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
促
進
の
た
め

の
財
源
確
保
等
具
体
的
な
対
策
を
求
め
る
意
見
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

審
議
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

　

近
年
、
地
震
や
津
波
、
台
風
、
局
地
的
豪
雨
が
頻
発

し
て
お
り
、
今
年
も
大
阪
北
部
地
震
、
北
海
道
胆い

振ぶ
り

東
部
地
震
、
７
月
豪
雨
、
台
風
21
号
・
24
号
な
ど
大

き
な
被
害
に
襲
わ
れ
た
。
豊
岡
市
で
は
、
国
に
よ
る
河
川
改

修
の
結
果
、
豪
雨
時
の
水
位
を
約
60
㎝
低
減
す
る
効
果
が
得

ら
れ
た
。
し
か
し
、
河
川
改
修
や
砂
防
・
治
山
施
設
の
整
備

が
進
ん
で
い
な
い
箇
所
に
お
い
て
は
、
浸
水
や
土
砂
に
よ
る

被
害
、
堤
防
の
漏
水
な
ど
が
発
生
し
て
お
り
、
市
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、
防
災
・
減
災
に
対
す
る
取
り

組
み
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
対
し
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
か
ら
、
市
民

の
生
命
・
財
産
を
守
り
社
会
経
済
活
動
を
維
持
・
発
展
さ
せ

る
た
め
に
必
要
な
防
災
・
減
災
対
策
を
、
よ
り
一
層
強
力
に

進
め
る
た
め
、
次
の
４
点
を
要
望
す
る
。

①
事
前
防
災
の
観
点
か
ら
、
必
要
な
予
算
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

②
防
災
事
業
を
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
治
水
・
高
潮
・

土
砂
災
害
・
道
路
防
災
対
策
等
に
必
要
な
予
算
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。　

③
社
会
基
盤
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
維
持
管
理
に
必
要
な

予
算
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。　

④
救
援
支
援
活
動
へ
の
支
障
や
社
会
経
済
活
動
の
機
能
不

全
を
回
避
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
北
近
畿
豊
岡
自
動

車
道
・
山
陰
近
畿
自
動
車
道
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
。

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
の
中
止
を
求
め
る
意

見
書　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

審
議
結
果　

否
決

　

８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
４
年
は
、
国
内
総
生
産
の

６
割
を
占
め
る
個
人
消
費
は
、
連
続
し
て
マ
イ
ナ
ス

で
あ
る
。
10
％
引
き
上
げ
で
予
定
さ
れ
る
「
軽
減
税

率
」
の
導
入
に
よ
る
混
乱
は
避
け
ら
れ
な
い
。
景
気
対
策
が

さ
ま
ざ
ま
講
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
極
め
て
複
雑
で
あ
り
、
消

費
者
と
事
業
者
に
大
き
な
混
乱
を
も
た
ら
す
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。

　

ま
た
、
４
年
の
経
過
後
に
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
が
実
施

さ
れ
る
が
、
60
％
に
上
る
免
税
事
業
者
は
、
取
引
か
ら
排
除

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
課
税
業
者
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
な
ど

大
問
題
で
あ
る
。
社
会
保
障
や
財
政
再
建
に
必
要
な
財
源
は
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
巨
額
の
富
を
得
た
大
企
業
や
大
資
産
家
に

応
分
の
負
担
を
求
め
る
税
制
に
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
10
％

へ
の
引
き
上
げ
の
中
止
を
強
く
求
め
る
。

反
対
討
論

　

少
子
高
齢
化
時
代
が
直
前
だ
。
生
産
人
口
の
減
少
、
子
育

て
支
援
は
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。
年
金
・
医
療
・
介
護
な
ど

社
会
保
障
費
は
２
０
１
０
年
度
に
１
０
０
兆
円
を
超
え
た
。

毎
年
１
兆
円
も
増
加
し
て
お
り
、
確
実
に
広
く
負
担
を
求
め

る
消
費
税
10
％
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
認
識
す
る
。

賛
成
討
論

　

８
％
に
引
き
上
げ
て
か
ら
続
く
景
気
低
迷
と
暮
ら
し
の
実

態
を
見
れ
ば
、
今
10
％
引
き
上
げ
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
。

　

景
気
対
策
が
様
々
講
じ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
「
買

い
方
・
買
う
場
所
」
で
税
率
が
違
う
な
ど
混
乱
は
避
け
ら
れ

な
い
。
ま
た
、
４
年
後
か
ら
の
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
の
導
入
も

大
き
な
問
題
で
あ
る
。

※

Ｓソ

サ

エ

テ

ィ

Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
５
・
０
時
代
に
向
け
た
学
校
教
育

環
境
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

審
議
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

　

Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
５
・
０
の
時
代
は
、
人
間
が
中

心
の
社
会
で
あ
り
、
読
解
力
や
考
え
る
力
、
対
話

し
協
働
す
る
力
な
ど
、
人
間
と
し
て
の
強
み
を
活

か
し
て
一
人
一
人
の
多
様
な
関
心
や
能
力
を
引
き
出
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
本
の
教
育
の
良
さ
を

生
か
し
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
新
た
な

教
育
の
展
開
が
不
可
欠
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
と
お
り
要
望
す
る
。

①
２
０
２
２
年
ま
で
の
地
方
財
政
措
置
に
、
自
治
体
で
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
に
つ
い
て
周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

使
い
勝
手
の
良
い
制
度
と
す
る
な
ど
、
一
層
の
拡
充
を

図
る
こ
と
。　

②
教
員
や
児
童
生
徒
を
援
助
す
る
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
」
の

配
置
が
進
む
よ
う
周
知
徹
底
す
る
こ
と
、
ま
た
、
教
員

の
実
態
を
見
な
が
ら
研
修
等
充
実
を
図
る
こ
と
。　

③
学
校
と
企
業
の
協
働
に
よ
り
「
未
来
型
教
育
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
」
の
開
発
・
実
証
を
行
い
教
育
の
質
の
向
上
を
図

る
こ
と
。

※
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
５
・
０
時
代
と
は　

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
駆
使

さ
れ
た
未
来
社
会
の
こ
と

意　

見　

書

意見書の
要　　旨

意見書の
要　　旨

意見書の
要　　旨

意見書・請願・陳情
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治
水
対
策
事
業
の
推
進

（
①
奈
佐
川
右
岸
堤
防
の
漏
水
対
策 

②
円
山
川
左

岸
パ
ラ
ペ
ッ
ト
工
事 

③
円
山
川
右
岸
堤
防
の
堤
防

亀
裂
復
旧
及
び
川
裏
法
尻
補
強
工
事
）

　

平
成
30
年
の
７
月
豪
雨
の
際
、円
山
川
立
野
水
位
観

測
所
で
ポ
ン
プ
停
止
水
位
７・16ｍ
ま
で
あ
と
20㎝
に
迫

り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
を
受
け
て
、国
交
省
に
よ
り
現
在

進
め
ら
れ
て
い
る
治
水
対
策
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
、視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、①
に
つい
て
、福
田
区
で
漏
水
が
発
見
さ
れ
、堤

防
決
壊
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、消
防
団
で
水
防
工
法
が

実
施
さ
れ
た
箇
所
で
す
。漏
水
箇
所
は
、か
ご
マッ
ト
工

で
処
理
。川
面
は
出
水
期
ま
で
に
復
旧
工
事
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

②
に
つい
て
は
、宮
代
川
樋
門・橋
梁
工
事
が
重
複
す

る
来
日
川
合
流
部
を
視
察
し
ま
し
た
。交
通
を
確
保

し
な
が
ら
各
種
工
事
が一体
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

来
日
橋
の
架
け
替
え

は
、２
０
２
０
年
度
完

成
予
定
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

③
の
亀
裂
復
旧
に

つ
い
て
、原
因
調
査
を

踏
ま
え
て
現
在
復
旧

工
事
中
。今
年
度
の

赤
石
地
区
裏
法
尻

補
強
工
事
は
、完
了
。

　

全
て
の
工
事
が
国

交
省
に
よ
る
も
の
で
、

的
確
な
対
応
と
確
実

な
推
進
を
確
認
し
ま

し
た
。

防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会（
12
月
21
日
）奈佐川右岸漏水現場で説明を受ける委員（福田区）

生
涯
学
習
サ
ロ
ン
整
備
予
定
建
物
調
査 

 （
旧
い
ず
た
や
跡
地
）

　

不
同
沈
下
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

当
該
建
物
調
査
の
た
め
委
員
会
と
し
て
現

地
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

地
質
分
析
報
告
書
に
あ
る
と
お
り
、経

年
劣
化
に
よ
る
２
階
雨
漏
り
や
破
損
と
と

も
に
地
盤
沈
下
が
見
ら
れ
ま
し
た
。報
告

書
で
は
、改
修
も
し
く
は
新
築
工
事
の
概

要
工
事
費
試
算
も
示
さ
れ
ま
し
た
。生
涯

学
習
サ
ロ
ン
の
運
営
を
含
め
て
委
員
会
で

は
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル
地
区
の

取
り
組
み

▼
医
療
か
ら
支
援

（
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ひ
だ
か
）

　

豊
岡
市
は
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
医
療
と
介

護・生
活
支
援
が一体
的
に
提
供
さ
れ
る
仕

組
み「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」を
進
め

て
い
ま
す
。モ
デ
ル
地
区
と
し
て
日
高
地

区
の
先
進
事
例
で
あ
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
視
察
し
ま
し
た
。訪
問
看
護
を

中
心
に
医
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の

連
携
に
よ
り
高
齢
期
を
自
宅
で
過
ご
し
た

い
と
希
望
さ
れ
る
方
に
対
し
、総
合
的
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
介
護
を
地
域
か
ら
支
援

（
地
域
福
祉
・
生
活
支
援
拠
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ぐ
る
ら
ん
」）

　

日
高
地
区
の
本
施
設
は
、介
護
事
業
福

祉
施
設
で
は
な
く
地
域
と
の
交
流
が
施

設
内
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、地
域
で

孤
立
さ
れ
て
い
る
方
を
見
逃
さ
ず
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
使
い
、共
同
の
場
を
作
り
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。相
談
を

中
心
に
在
宅
生
活
を
守
り
き
る
た
め
に

24
時
間
体
制
の「
通
い
」「
訪
問
」「
泊
り
」

が
で
き
る
施
設
で
す
。豊
岡
で
は
少
な
い

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
で
あ

り
、社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
す
る
施
設

で
す
。　　
　
　

生涯学習サロン整備予定建物の現地調査（2階）

平成30年4月から日高医療センター内に開設

いつもの人  いつもの場所  自分らしい暮らしを叶えるところ「ぐるらん」

文
教
民
生
委
員
会（
１
月
18
日
）
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皆さんの声を聴かせてください！
＝市議会議員（委員会）と意見交換をする団体を募集します＝

◆対　　象／市内の各種団体、グループ

◆内　　容／団体等の悩み、議会への要望など

◆方　　法／団体等から出されたテーマについて意見交換（１団体につき90分間程度）

◆開催時期及び会場／申し込み受付後に、個別に議会スケジュール等と調整

◆申込方法／次の事項を記入の上、郵送、ファクスまたはメールで申し込んでください。
　①団体等の名称、所在地、活動内容、参加人数、代表者、連絡先（氏名、電話番号）
　②希望される開催時期、会場
　③意見交換のテーマ

◆申込期限／４月26日（金）

◆申込み・問合せ／議会事務局
　　　　　　　　　TEL 23-1119　FAX 24-8041
　　　　　　　　　E-mail  gikai@city.toyooka.lg.jp

◆そ の 他／申し込み多数の場合は、議会日程などの都合に
　よりお断りする場合があります。ご了承ください。

委員会の委員・所管事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　◎委員長　　○副委員長
総務委員会 文教民生委員会 建設経済委員会

◎井垣　文博　○浅田　　徹
　芦田　竹彦　　足田　仁司
　清水　　寛　　椿野　仁司
　村岡　峰男

◎竹中　　理　○上田　倫久
　青山　憲司　　井上　正治
　上田　伴子　　木谷　敏勝
　土生田仁志　　松井　正志

◎西田　　真　○福田　嗣久
　石津　一美　　伊藤　　仁
　岡本　昭治　　奥村　忠俊
　嶋﨑　宏之　　田中藤一郎

政策調整部、総務部、市民生活部(市
税に関する事項に限る。)、会計課、消
防本部、監査委員、選挙管理委員会、
固定資産評価審査委員会の所管に関
する事項、他の常任委員会の所管に
属さない事項

市民生活部(総務委員会の所管に属す
る事項を除く。)、健康福祉部、教育委
員会、地域コミュニティ振興部の所管
に関する事項

都市整備部、環境経済部、コウノト
リ共生部、上下水道部、農業委員会
の所管に関する事項

過去の実施状況
委員会名 年度 団体等の名称 内　　　　　容

総務委員会

Ｈ29 ６消防団（豊岡・城崎・竹野・日高・出石・但東） 団員の確保、災害発生時の後方支援等

Ｈ30

アップかんなべ㈱ 指定管理（神鍋高原キャンプ場、体育館）
目坂地区奈佐森林公園管理委員会 指定管理（奈佐森林公園）

全但バス㈱ 指定管理（竹野Ｂ＆Ｇ海洋センター、出石総合
スポーツセンターなど）

文 教 民 生
委 員 会

Ｈ29 子育て世代グループ 子育ての悩みや要望など
Ｈ30 29地区の地域コミュニティ代表者 地域振興、防災、福祉などの地域課題

建 設 経 済
委 員 会

Ｈ29
豊岡鞄協会 現状と課題
豊岡商工会議所、豊岡商工会 現状と課題

Ｈ30
中小企業家同友会はりま支部 現状と課題
但馬漁業協同組合 漁業従事者の不足、もうかる漁業

昨年のようす（地域コミュニティの取り組み等について意見交換）
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9月定例会の委員会審査における
委員会意見と当局回答

公立豊岡病院組合の経営と運営
市は、危機的な経営状況にある公立豊岡病

院組合の構成市としての自覚が必要であり、豊岡
の医療、ひいては但馬の医療を守るために、医師
確保をはじめ経営努力を促すとともに、病院組合
だけに任せることなく、できる限りの支援をし、
積極的に関与されたい。 （予算決算委員会）

　公立豊岡病院組合の経営状況は、非常に
厳しいものと認識しているが、運営につい

ては、組合自体で経営努力をする必要があると考
える。
　一方で、高度の医療を担う急性期病院として、
また、但馬地域の中核病院としての役割は大きく、
その構成市として豊岡市も最大限の支援をしてい
く。
　今後も医師確保をはじめ、地域医療の向上に向
けたさまざまな医療施策を公立豊岡病院組合と共
に展開していきたい。 （健康増進課）

有害獣対策
対策のさらなる強化を図ると同時に、最終

処分に至っても但馬全体としての取り組みを検討
されたい。 （予算決算委員会）

　シカ捕獲専任班による捕獲活動など、市
有害鳥獣捕獲班と十分に連携した捕獲対策

と、被害集落に防護柵を設置するなどの防除対策
の向上に努める。
　また、捕獲個体の最終処分については、本市で
は埋設処分を原則とし、地元農会等で対応いただ
いている地域も少なくない。
　一方で、処理施設を整備する考えもあるが、本
市の捕獲頭数を処理するには大規模な施設が必要
で、建設費や運営費を考えると市独自で設置する
ことは困難である。
　したがって、但馬など広域での対応を検討して
いただくよう、県へ強く要望していく。
 （農林水産課）

指定管理者制度
市は、公の施設について、民間事業者等が

持つノウハウを活用し、多様化する市民サービス
の質の向上を図るとともに、施設の効果的・効率
的な運用に努める必要がある。
　しかしながら、利用者数・収支状況において悪
化施設が散見される状況にある。
　関係課において総点検、総検証を行うとともに、
指定管理団体と連携し改善に努められたい。 
 （予算決算委員会）

　本年度、指定管理施設の管理運営に関す
る評価マニュアルを制定し、所管課に年に

１回以上の実地調査を行うよう指示したところで
ある。
　また、指定期間が最終年度の施設において、指
定管理者の総合評価を行い、指定管理者制度継続
の可否についての判断を行う指定管理者制度評価
委員会を本年度設置したところである。 （財政課）

植村直己冒険館機能強化改修運営事業
冒険学習を実現するため、民間主導で行う

PFI方式を採用することになったが、期間は、平
成31年度から48年度までと長期間であり、全体事
業費は、14億1,888万9千円と高額な事業である。
　今後の事業進捗における節目において事業内容
の検証を行うとともに、市民に対しきめ細かな情
報公開に努めるなど、慎重に事業を進められたい。 
 （予算決算委員会）

　本年11月に募集要項等を公表し、来年６
月に優先交渉権者を決定・公表する予定で

ある。その後、民間事業者において施設整備に着
手され、市は定期的に整備内容を点検するととも
に、その内容について議会にも定期的に報告する
予定である。
　また、平成48年度までの運営業務について、要
求水準が満たされているかどうか、市は業務内容
を定期的にチェックするとともに、議会にも報告
する予定である。 （生涯学習課）
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　常任委員会や特別委員会は、議案などを審査し、その可否を決定します。その審査の過程で、
市当局に対して意見や要望に付すことができます。
　それに対して、市当局は指摘の内容が妥当であるか、要望が実現できるかなどを検討し、次の
定例会の際、報告することになっています。
　これは、議会でまとめられた意見が、単に一方的なもので終わってしまわないよう、市当局と
議会が議論のキャッチボールをしながら市政運営を行っている取り組みの一端です。

放棄した債権
債権放棄の理由として、生活困窮、行方不

明、死亡等が挙げられている。
　今後はさらに検討研究を加え、チェック機能を
強化する体制を整え、債権放棄の縮小を図られた
い。 （予算決算委員会、建設経済委員会）

　「生活困窮」は、年金生活者、一時生活
保護を受給していた母子家庭、持病のある

母子家庭の者であり、「死亡」は、債務者本人が火
災で死亡、相続人は財産もなくアルバイトで生計
を維持、保証人は年金生活者でその後に死亡した
もの。いずれのケースも徴収努力を続けていたが
時効を迎えたものである。
　今後、さらに研究し、債権放棄の縮小に努めて
いく。 （財政課）

　私債権であるため調査権に制限があるが、その範
囲で財産調査や相続人調査の手法を検討していく。
　また、未納料金を発生させないため、より早期
の給水停止措置を検討する。 （水道課）

アイティ豊岡都市開発株式会社への貸付金
財産に関する調書の「債権」の項目におい

て、アイティ豊岡都市開発株式会社への貸付金７
億円が報告された。
　当該債権は、会社が金融機関４者へ弁済した後
に、市に返還される通称「劣後債」と呼ばれる債
権で、いまだ当市への返済のめどが立っていない。
　議会としては、当該債権がどのような計画で弁
済される予定であるのか、その状況について定期
的に確認する必要があるものと考える。
　ついては、少なくとも決算報告の時点で、その
内容が確認できる書類を議会に対して提出し報告
することを求める。 （予算決算委員会）

　今後は決算報告の時点で、債権の返済状
況が確認できる書類を提出し報告する。

 （都市整備課）

豊岡市農業共済条例制定
全面改正であり、農家また関係団体の理解

が得られるよう努められたい。 （建設経済委員会）

　農家や関係団体の集まる農会長会議等又
は広報等を通じて、改正内容を説明し、理

解が得られるように努める。 （農業共済課）

契約の締結
入札では、いずれも多くの辞退者が発生し

ている。入札辞退の自由は尊重されるべきものの、
一方で、入札を通じてより良いものをより安く調
達できるよう、競争原理の機能の確保に努める必
要がある。
　引き続き、競争性、透明性、経済性を確保する
とともに、最低制限価格制度や入札不調対策の研
究を行うなど、地方自治法の本旨に沿って契約業
務を遂行されたい。 （総務委員会）

　本市が行う公共工事、設計等の業務、備
品・消耗品等の発注については、地域の産

業振興および雇用促進等に資するため、市内業者
で施工可能・調達可能なものは、極力、市内業者
を中心とした指名競争入札又は競争見積により発
注している。
　今後とも上記方針を堅持しつつ、不調案件の抑
制に努め、透明性・公平性・競争性を確保するよ
うな制度の確立に努めていきたい。
　なお、最低制限価格については、工事や測量・
建設コンサルタント等業務には多くの自治体にお
いて採用されているが、その他の委託業務や物品
購入には、ほとんどの自治体で採用されていない。
　今後も、県をはじめ、他自治体の動向を注視し
ながら研究していきたい。 （総務課）

れつ　ご　さい
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～人生の節目、決意新たに 晴れやかに～生の節目 決意新たに晴れやかに
祝 成人！祝 成人！

平成31年1月13日、市民会館で平成30年度豊岡市成人式が開催されました。
新成人対象者900名のうち727名が晴れ着姿で参加し、大人への第一歩を踏み出しました。
新成人の代表が「成人としての役割を担えるようになりたい」と新たな決意を誓いました。


